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単元名 1．わたしたちの生活と政治（オリエンテーション） 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.6～7 

配当時数 １時間 活動時期 ４月 
学習指導要

領の内容 
 (1)アイ 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) わたしたちのくらしを支えるしくみ  

・わたしたちのくらしは，ど
のようなしくみで支えられ
ているのでしょうか。 

p.6～7 

1 ①国の政治の中心地の
写真を見て，気づい
たことを話し合う。 

・首相官邸や国会議事
堂，最高裁判所があ
る。 

②ま ちで くら す 人 々
が，どんな願いをも
っているのかを話し
合い，その願いと市
や国の政治とのつな
がりに関心をもつ。 

・まちには，いろいろ
な人々が，それぞれ
の願いをもってくら
していること。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◆生活経験や学習
経験から，まち
でくらしている
人々の願いを話
し合わせる。 

 

 
 
 
 
 
 
[態度] 
ノートの記述や発
言の内容から，
「まちでくらす
人々の願いと政治
とのつながりにつ
いて見通しをもっ
て追究しようとし
ているか」を評価
する。 
 
 

めあて わたしたちのくらしと政治は，ど
のように結びついているのでしょうか。身
のまわりのことから調べ，考えましょう。 
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小単元名 1．わたしたちのくらしと日本国憲法  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.8～21 

配当時数 ６時間 活動時期 ４月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ア)(ウ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，日本国憲法の基本的な考え方に着目し

て，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，まとめることで我が

国の民主政治を捉え，日本国憲法が国民生活に果たす役割を考え，表現

することを通して，日本国憲法は国家の理想，天皇の地位，国民として

の権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていることや，現在の

我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを

理解するとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を

養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①日本国憲法の基本的な考え方について，見学・調査したり各種の資料

で調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，我が国の民主政治を

理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，日本国憲法は国家の理想，天皇

の地位，国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定め

ていることや，現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え

方に基づいていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①日本国憲法の基本的な考え方に着目して，問いを見出し，我が国の民

主政治について考え表現している。 

②日本国憲法の基本的な考え方と国民生活を関連付けて，日本国憲法が

国民生活に果たす役割を考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①日本国憲法の基本的な考え方について，予想や学習計画を立てたり，

学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) くらしの中の法やきまり   

・つかむ 日本国憲法とはど
のようなものなのでしょう
か。 

p.8～9 

1 ①写真を見て，くらし
の中にある法やきま
りを探す。また，何
のために法やきまり
があるのか考える。 

・車や歩行者が交通ル
ールを守ると，道路
を 安 全 に 利 用 で き
る。 

・ごみの収集日を守ら
なければ，臭いやよ
ごれが発生してしま
う。 

・法やきまりを守るこ
とは，住みよい社会
をつくることにつな
がっている。 

 
 
 
 
 

◆５年生までの学
習を想起し，既
習事項とつなげ
て法やきまりを
とらえられるよ
うにする。 

◆法やきまりは，
くらしとどのよ
うなつながりが
あるのか考えさ
せる。 

[思判表①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「くらしに関わる

法やきまりについ

て考えているか」

を評価する。 

(2) 日本国憲法の考え方  

・つかむ 日本国憲法にはど
のような考え方があるのか

1 ①日本国憲法の基本的
な考え方を知る。 

◆日本国憲法がつ
くられた時期と

 

わたしたちのくらしに
関わるすべての法やき
まりは，日本国憲法に
もとづいている。 
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話し合い，学習問題をつく
りましょう。 

p.10～11 

・日 本 国 憲法 は ，戦
後，人々が平和を願
う中でつくられた。 

・日本国憲法には，三
つの原則がある。 

・国民のことを考えた
内容になっている。 

②くらしと日本国憲法
のつながりについて
気づいたことや疑問
に思ったことを話し
合い，学習問題をつ
くる。 

・教科書が無償で配ら
れることは,憲法に関
係があったんだね。 

・だれもが生活しやす
くすることも憲法に
関係があるんだね。 

・くらしと憲法のつな
がりには，他にどん
なものがあるのだろ
う。 

 
 
 
 

三つの原則の考
え方を関連させ
て考えさせる。 

◆家族の話を参考
にしながら身の
回りのことにつ
いて考えさせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

[態度①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「学習問題の解決

に向けた予想や学

習計画を立て，解

決の見通しをもっ

ているか」を評価

する。 

 

○ 学習の進め方                                
p.12～13  ①単元の「つかむ→調

べる→まとめる→い
かす」という学習の
流れを確認する。 

②学習問題に対する予
想や調べ方などを発
表し合い，学習計画
を立てる。 

・日本国憲法の三つの
原則は，市の政治に
生かされているので
はないか。 

・日本国憲法の考え方
は，さまざまな立場
の人々がくらしやす
い社会をつくること
につながっているの
ではないか。 

・教科書や資料集に加
えて，新聞記事や広
報誌，インターネッ
トで日本国憲法に関
する資料を集めて調
べていく。 

・憲法の三つの原則ご
とに調べていく。 

[調べること] 
・基本的人権の尊重の

考え方とわたしたち
のくらしのつながり 

・国民主権の考え方と
わたしたちのくらし

◆学習の進め方を
参考に，学習計
画を立てるよう
にする。 

 

 

 

 

[態度①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「わたしたちのく

らしと日本国憲法

について，予想や

学習計画を立て，

学習問題を追究

し，解決しようと

しているか」を評

価する。 

 

学習問題 わたしたちのくらしと日本国
憲法の三つの原則は，どのようにつなが
っているのでしょうか。 
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のつながり 
・平和主義の考え方と

わたしたちのくらし
のつながり 

（3) くらしの中の基本的人権の尊重 

・調べる 憲法の基本的人権

の考えは，市や国の政治に

どのように反映されている

のでしょうか。 

p.14～15 

1 ①基本的人権の尊重の
考えが反映されてい
る市の施策を調べ，
わかったことや考え
たことを話し合う。 

・基本的人権の考えが
理解できるように，
講演会を開いたり，
標語で伝えたりして
いる。 

・地域に住む外国人市
民の生活をサポート
することも基本的人
権の考え方につなが
っているんだね。 

②憲法が定める国民の
権 利 と 義 務 に つ い
て，わかったことや
考えたことを話し合
う。 

・男女平等  
・裁判を受ける権利 
・教育を受ける権利  
・居住の自由 
・政治に参加する権利  
・職業の自由 
・言論の自由 
・学問の自由 
・健康で文化的な生活

を営む権利 
・三大義務（教育・勤

労・納税） 
③本時のめあてについ

て の 考 え を ま と め
る。 

 
 
 
 
 
 
 

◆尼崎市で行われ
ている「じんけ
んスタディツア
ー」や「あまが
さきスタートガ
イド」などの取
り組みをもと
に，すべての人
に権利が与えら
れていることを
理解させる。 

◆具体例を通し
て，基本的人権
の尊重について
とらえさせる。 

◆権利と義務のつ
ながりについて
も考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，憲

法の基本的人権の

尊重の考え方が市

や国の政治に反映

されていることに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（4) くらしの中の国民主権 
・調べる 憲法の国民主権の

考えは，市や国の政治にど

のように反映されているの

でしょうか。 

p.16～17 

1 ①国民主権の考えが反
映される市の施策を
調べ，憲法が定める
国民主権について，
わかったことや考え
たことを話し合う。 

・政治の代表を選ぶの
は市民である。 

・市役所には，市民の
意見を政治にいかす
ための制度がある。 

・市民の意見を聞き，

◆選挙や情報公開
制度について，
尼崎市を例に，
市民が政治の中
心であり，市民
の声が政治に反
映されているこ
とについて考え
させる。 

◆市と国の政治を
比べ，共通点を
出させて，政治

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本国憲法の基本的人
権の尊重にもとづいて
行われている身近な取
り組みには，国民の生
まれながらの権利を保
障するものがある。 
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市の条例をつくって
いる。地域をよくす
るためには，一人一
人の行動が大切だと
思った。 

②国の政治に反映され
る国民主権の考えを
調べる。 

・国会議員を選ぶのは
国民である。 

・国民の声で政治が変
わることがある。 

・最高裁判所の裁判官
も国民が審査してい
る。 

③本時のめあてについ
て の 考 え を ま と め
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

の中心は国民で
あることを考え
させる。 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，憲

法の国民主権の考

え方が市や国の政

治に反映されてい

ることについて理

解しているか」を

評価する。 

（5） くらしの中の平和主義 

・調べる 憲法の平和主義の

考えは，市や国の政治にど

のように反映されているの

でしょうか。 

p.18～19 

1 ①平和を願う市の施策
を調べ，憲法が定め
る平和主義について
考える。 

・公園に世界平和の鐘
がある。 

・戦争の悲惨さや平和
の尊さを伝える取り
組みがある。 

・平和と人権は強いつ
ながりがあり，戦争
がもっとも人権を侵
害することだと思っ
た。 

②市の平和を願う制度
は，国でも同じよう
に行われていること
を調べ，わかったこ
とや考えたことを話
し合う。 

・沖縄や東京で行われ
ている式典では，戦
争でなくなった人を
思い，平和を祈って
いる。 

・唯一の被爆国である
日本は，世界に向け
て平和を願う心をア
ピールしている。 

③本時の問いについて
の考えをまとめる。 

 
 

◆市では平和を願
うためのさまざ
まな取り組みを
していること
を，資料からと
らえさせる。 

◆自分たちの地域
の取り組みにつ
いても調べ，平
和主義の考え方
が生かされてい
ることに気づけ
るようにする。 

◆国のレベルや全
国の各地でも平
和に関する行事
が行われている
ことを資料から
見つけ，唯一の
被爆国である我
が国の立場や意
味を話し合い，
まとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，憲

法の平和主義の考

え方が市や国の政

治に反映されてい

ることについて理

解しているか」を

評価する。 

日本国憲法の国民主権
にもとづいて行われて
いる身近な取り組みに
は，選挙や情報公開制
度などがあり，国民が
主権者であることを示
している。 
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（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べたことを整理し，自

分の考えをノートに書き，

友だちと話し合ってみまし

ょう。 

p.20～21 

1 ①学習をふり返って，
わたしたちのくらし
に日本国憲法の考え
方がどのように生か
されているのかまと
める。 

・子どもはみな，学校
で教育を受ける権利
が保障されている。 

・18才以上のすべての
国 民 に 選 挙 権 が あ
り，政治に参加する
権利が与えられてい
る。 

・二度と戦争をしない
ことや平和への思い
をもてるようにして
いる。 

②わたしたちのくらし
に日本国憲法がどの
ように生かされてい
るのか，さまざまな
場面でまとめる。 

・車椅子が通りやすい
ように改札が広く作
られている。だれも
が生活しやすいとい
う基本的人権の尊重
の考え方が生かされ
ている。 

・働く権利と義務があ
る 。 権 利 だ け で な
く，国民として果た
さなければならない
義務もある。 

・日本は二度と自ら戦
争をしないことを決
めている。 

③日本国憲法がなぜ大
切にされているのか
考え，話し合う。 

・三つの原則により，
だれもが生活しやす
いような権利が保障
されたり，政治に参
加したり，平和な国
をつくったりするこ
とができるようにな
っている。だから，
これからも守ってい

◆リード文を参考
に，学習をふり
返り，まとめら
れるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆教科書の写真だ
けでなく，三つ
の原則の視点
を，身近な事例
からも考えさせ
たい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆日本国憲法の基

本的な考え方と

くらしを関連づ

けて，日本国憲

法の特色と役割

を考えて話し合

えるようにさせ

たい。 

[知技②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「調べたことをノ

ートにまとめ，日

本国憲法は，国家

や国民生活の基本

を定めており，我

が国の民主政治は

日本国憲法の基本

的な考え方にもと

づいていることを

理解しているか」

を評価する。 

 

 

 

[思判表②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「わたしたちのく

らしと日本国憲法

の考え方を関連づ

け，日本国憲法が

国民生活に果たす

役割を考え,表現

しているか」を評

価する。 

日本国憲法の平和主義
にもとづいて行われて
いる身近な取り組み
は，戦争の悲惨さを伝
えたり，平和を願った
りするさまざまな活動
として表れている。 
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く 必 要 が あ る と 思
う。 

・わたしたちのくらし
は日本国憲法とは切
っても切れない関係
で結びついていて，
わたしたちは憲法に
よ っ て 守 ら れ て い
る。 

④学習問題についてわ
かったことをまとめ
る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

日本国憲法は，国家や
国民生活の基本を定め
ており，我が国の民主
政治は日本国憲法の基
本的な考え方にもとづ
いている。 



8 

 

小単元名 2．国の政治のしくみと選挙  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.24～31 

配当時数 ４時間 活動時期 ４～５月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(ア)(ウ)，イ-（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の仕組みについて，日本国憲法の基本的な考え方に着目

して，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，まとめることで，

我が国の民主政治を捉え，国会，内閣，裁判所と国民との関わりを考

え，表現することを通して，立法，行政，司法の三権がそれぞれの役割

を果たしていることを理解するとともに，主体的に問題を追究・解決し

ようとする態度や，学習したことを基に国民としての政治への関わり方

について多角的に考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・国会，内閣，裁判所のそれぞれの役割などについて，見学・調査した

り各種の資料で調べたりして，図表や文などにまとめ，立法，行政，

司法の三権がそれぞれの役割を果たしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

・国会，内閣，裁判所の働きと国民を関連付けて考えたり，学習したこ

とを基に国民としての政治への関わり方について多角的に考えたりし

て，表現している。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 国会の働き  

・調べる 国会の働きについ
て調べて整理したことをも
とに，最後に一文で説明し
ましょう。 

p.24～25 

1 ①国会の働きについて
整理し，一文で説明
する。 

・国会には，衆議院と
参議院がある。 

・法律や予算などを多
数決で決める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆国会の働きや選
挙の働きについ
て，国民の願い
との関連で調べ
させる。 

[知技] 

文の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，国

会の立法機関とし

ての働きについて

理解しているか」

を評価する。 

 

(2) 選挙のしくみと税金の働き  

・調べる 選挙のしくみや税
金の働きについて調べて整
理したことをもとに，最後
に自分の考えを書きましょ
う。 

p.26～27 

1 ①選挙や税金に関する
資 料 を 収 集 し て 調
べ，選挙のしくみや
税金の働きについて
整理し，一文で説明
する。 

・国会議員，都道府県
や市区町村の長や議
員 は 選 挙 で 選 ば れ
る。 

・公共サービスや公共
施設にかかる費用の
多くは，税金によっ
て ま か な わ れ て い
る。 

 
 
 
 

◆選挙のしくみや
税金の働きにつ
いて，国民の生
活との関連で調
べさせる。 

[知技] 

文の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，選

挙のしくみや財源

の配分，国会や地

方議会などの制度

について理解して

いるか」を評価す

る。 

国会は唯一の立法機関
で，衆議院と参議院と
いう二つの話し合いの
場があり，選挙で選ば
れた国会議員によっ
て，国民の生活にかか
わる法律や政治を進め
るための予算などを多
数決で決める。 
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（3) 内閣の働き 

・調べる 内閣の働きについ

て調べて整理したことをも

とに，最後に一文で説明し

ましょう。 

p.28～29 

1 ①内閣に関する資料を
収集して調べ，内閣
の働きについて整理
し ， 一 文 で 説 明 す
る。 

・内閣は，内閣総理大
臣が中心となって，
国民のためにいろい
ろ な 仕 事 を し て い
る。 

 
 
 
 
 
 

◆内閣のしくみや
働きについて，
国民の願いとの
関連で調べさせ
る。 

 

[知技] 

文の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，内

閣の法律や予算に

もとづく働きにつ

いて理解している

か」を評価する。 

（4) 裁判所の働き 
・調べる 裁判所の働きにつ

いて調べて整理したことを

もとに一文で説明しましょ

う。最後に国会・内閣・裁

判所の図を完成させましょ

う。 

p.30～31 

1 ①裁判所に関する資料
を収集して調べ，裁
判所の働きや裁判員
制 度 に つ い て 整 理
し ， 一 文 で 説 明 す
る。 

・裁判所は，法律にも
とづいて，さまざま
な問題を解決し，国
民の権利を守ってい
る。 

②学習したことをもと
に，三権分立の関係
を図にまとめる。 

 
 
 
 

◆裁判所の働きに
ついて，国民の
権利との関連で
調べさせる。 

◆国会，内閣，裁
判所の関係を考
えさせる。 

[思判表] 

ノートや関係図の

記述内容から，

「国民としての政

治への関わり方に

ついて考え，表現

しているか」を評

価する。 

 

  

国会での話し合いは，
国民の代表者として選
挙で選ばれた国会議員
によって進められる。
国の税金の集められ方
や使われ方は，国民の
代表である国会議員に
よって決められる。 

国会・内閣・裁判所
は，国の重要な役割を
分担している。 

内閣では，国会で決め
られた予算や法律にも
とづいて，国民のため
にいろいろな仕事をし
ている。 
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小単元名 3．子育て支援の願いを実現する政治  
教科書の 

ページ 

政治・国際編 p.34～44，

58～59 

配当時数 ７時間 活動時期 ５～６月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(イ)(ウ)，イ‐（イ） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，政策の内容や計画から実施までの過

程，法令や予算との関わりなどに着目して，見学・調査したり各種の資

料で調べたりして，まとめることで国や地方公共団体の政治の取組を捉

え，国民生活における政治の働きを考え，表現することを通して，国や

地方公共団体の政治は，国民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上

を図る大切な働きをしていることを理解するとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

ついて，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，必要な情報を

集め，読み取り，国や地方公共団体の政治の取組を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，国や地方公共団体の政治は，国

民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図る大切な働きをして

いることを理解している。 

思考・判断・表現 

①政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

着目して，問いを見出し，国や地方公共団体の政治の取組について考

え表現している。 

②国や地方公共団体の政治の取組と国民生活を関連付けて政治の働きを

考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の政治の働きについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふ

り返ったり見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) わたしたちの願いと児童センター  

・つかむ 児童センターの

様子と子どもをもつ親の

願いについて話し合い，

学習問題をつくりましょ

う。 

p.34～35 

1 ①児童センターを利用
し た 経 験 を 話 し 合
う。 

・赤ちゃんや小さな子
どもだけでなく，小
学生や中学生も利用
している。ここでけ
ん玉を教えてもらっ
たことがある。 

・誰 で も 無料 で 遊べ
て，小さな子どもを
連れた親がたくさん
来ている。お父さん
も弟といっしょによ
く遊んでいる。 

②児童センターを訪ね
て ， ど の よ う な 人
が，なぜ利用してい
るのかを調べる。  

・小さい子どもを安心
して遊ばせることが
でき，同じ年ごろの
子どもをもつ親同士
で話ができるので助
かる。 

・児童センターには，
子どもをもつ親の願
いや工夫がある。 

◆地域にある子育
て支援施設の利
用経験を話した
り実際に見学を
したりして，自
分たちの生活と
関連させながら
学習への興味・
関心を高める。  
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③児童センターを訪ね
てわかったことや疑
問から学習問題をつ
くる。 

・児童センターは，ど
うやってつくられた
のかな。 

・どうして無料で遊べ
るのかな。 

 
 
 
 
 
 
 
④学習問題について予

想し，学習計画を立
てる。 

・児童センターの活動
について 

・児童センターができ
るまでの市役所の働
きについて 

・児童センターができ
るまでの市議会の働
きについて 

・児童センターができ
るまでの税金の働き
について 

◆利用経験や見学
をしてわかった
こと，疑問など
をたくさん出さ
せながら児童セ
ンターの工夫に
気づかせ，児童
センターがどの
ようにつくられ
たのかを追究す
る学習問題をつ
くる。 

 
 
 
 
◆資料４の年表を
参考にして学習
問題を予想さ
せ，解決のため
には何を調べれ
ばよいかを考え
て，学習計画を
立てる。 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「子

どもをもつ親の願

いに着目して，児

童センターの建設

について問いを見

出しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

(2) あすぱるの活動  

・調べる あすぱるでは，ど

のような活動が行われてい

るのでしょうか。 

p.36～37

1 ①写真資料やあすぱる
所 長 の 話 を 読 み 取
り，「あすぱる」で
はどのような活動を
しているのかを調べ
る。 

・親子で遊ぶイベント
や父親向けのイベン
トがある。 

・中学生や高校生の居
場所となる工夫もあ
る。 

②施設を運営している
人たちは，どのよう
な目的をもって活動
しているのかを考え
る。 

・子どもや親が安全で
安心して遊べるよう
にする。  

・子どもだけでなく，
親の子育てについて
のサポートをする。 

 
 
 
 
 
 

◆写真資料を見な
がら，児童セン
ター「あすぱ
る」の工夫につ
いて考えるよう
にする。 

 
 
 
 
 
◆あすぱる所長の
話や資料８「あ
すぱる通信」を
読み取り，施設
で働く人の願い
や，児童センタ
ーがイベントだ
けではなく，広
報紙の発行な
ど，利用者のた
めにさまざまな
活動をしている
ことを理解させ
る。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，児童セ

ンターが子どもの

安全で安心できる

活動や，子育て支

援活動を行ってい

ることについて理

解しているか」を

評価する。 

学習問題 児童センターがつくられるまで
には，どのような人たちの，どのような働
きがあったのでしょうか。 
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（3) 市役所の働き 

・調べる 市では，どのよう

な考えのもとにどのように

あすぱるをつくったのでし

ょうか。 

p.38～39 

1 ①市 役 所 を見 学 した
り，市役所の人に取
材 を し た り し て ，
「あすぱる」ができ
るまでの市役所の働
きについて調べる。 

・児童センター「あす
ぱる」は，子育て支
援 を 目 的 と し て お
り，市民の要望を反
映して建設された。 

・市が計画案や予算案
を作成し，市議会の
話し合いで建設され
ることが決定した。 

②資料３の図を見なが
ら ， 児 童 セ ン タ ー
「あすぱる」ができ
るまでの市役所の働
きを説明する。 

・子育て支援に関わる
市民の要望を聞く。 

・国 の 法 律に も とづ
き，専門家を入れて
計画案をつくったり
費用を計算したりす
る。 

・案を市議会に提出す
る。 

・国や県からの補助金
を申請する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆写真資料を参考
に，市民の要望
を反映させた事
業として，子育
て家庭どうしが
助け合える学習
会があることを
確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
◆市役所の働き
を，市民と市議
会との相互関係
の視点で説明で
きるようにす
る。 

◆市役所は，児童
センター「あす
ぱる」の建設だ
けでなく，利用
者を増やすため
に子育てガイド
ブックを活用す
るなどの取り組
みも行っている
ことに気づかせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，市民の

要望をもとに，市

役所で計画を立て

て児童センターを

建設していること

について理解して

いるか」を評価す

る。 

（4) 市議会の働き 
・調べる 議会では，どのよ

うにしてあすぱるをつくる

ことを決めたのでしょう

か。 

p.40～41 

1 ①側注の「市議会の仕
事 」 な ど を 活 用 し
て，「あすぱる」が
できるまでの市議会
の働きについて調べ
る。  

・市議会は，市役所の
提 案 に も と づ き ，
「あすぱる」をつく
ることやそのための

◆市議会の議場の
写真を見せ，自
分たちの住んで
いる自治体にも
議場があること
に気づかせる。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童センター「あすぱ

る」は，利用者の願い

を取り入れながら，18

才未満の子どもや親を

対象に，安全で安心で

きる活動や子育て支援

活動を行っている。 

児童センター「あすぱ

る」は，国の法律にも

とづき，市民の要望や

市の実態をふまえて，

市役所で計画を立て，

予算を計算して建設さ

れている。 
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予算を話し合って決
めている。  

・その他の子育て支援
事業やさまざまな事
業も，国の法律や市
民の要望にもとづい
て市議会で決定して
いる。 

②資料３の絵や資料６
の図を見ながら，市
民と市議会の関わり
について考える。 

・選挙によって選ばれ
た市民の代表である
市議会議員が，必要
なことを話し合って
決めている。 

・市だけで解決できな
い問題について，県
や国に働きかけるこ
とも市議会議員の仕
事である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆資料６を見なが
ら，市民と市の
政治との関わり
について，市民
と市議会との相
互関係の視点で
説明できるよう
にする。 

 
◆児童センター
「あすぱる」の
建設が市の事業
であることか
ら，その費用と
税金との関わり
に関心がもてる
ようにしてい
く。 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，児童セ

ンターは，市議会

で計画や予算を決

定して建設されて

いることについて

理解しているか」

を評価する。 

 

（5） 税金の働き 

・調べる あすぱるをつくる

ための費用は，どこから出

ているのでしょうか。 

p.42～43 

1 ①児童センター「あす
ぱる」を建設，運営
するための費用がど
こから出ているのか
を調べる。 

・「あすぱる」の建設
に，１億4000万円か
かっている。  

・市は住民や会社から
集めた税金や国や県
からの補助金などを
使って事業を行って
いる。 

②資料４「川口市の収
入 の 内 訳 」 な ど か
ら，税金の集められ
方やその使われ方に
ついて調べ，税金の
役 割 に つ い て 考 え
る。  

・納めた税金の中で一
番 多 く 使 わ れ る の
は，市民の生活を支
えるお金である。 

・税金はわたしたちの
生活を支える大切な
もので，多くの人が

◆調べる前に，建
設費や運営費と
してどのくらい
の金額がかかっ
ているのかを予
想させ，その費
用はどこから出
ているのかを調
べる意欲を高め
る。  

 
 
 
◆税務署などに出
前授業を依頼
し，実際に話を
聞くことができ
るようにすると
税金への理解を
さらに深められ
る。 

◆公共的な事業の
例を挙げさせな
がら税金の役割
や税金の使われ
方を理解させる
とともに，納税

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，児童セ

ンターの建設費用

には税金や補助金

が使われているこ

とについて理解し

ているか」を評価

する。 
 

児童センター「あすぱ

る」は，市の提案にも

とづき，市民による選

挙で選ばれた市議会議

員が，市議会で計画や

予算を決定して建設さ

れている。このよう

に，市民と市議会は密

接に関わっている。 
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必要とする事業に使
われる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の大切さも考え
させたい。 

 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て，調べてわかったことを

整理し，児童センターがつ

くられるまでの政治の働き

についてまとめましょう。 

p.44 

1 ①学 習 問 題を ふ り返
る。 

②市民と市役所と市議
会の関係を表す矢印
の意味を（ ）に書
き 入 れ ， 図 を も と
に，児童センターが
つくられるまでの政
治の働きについて自
分の考えをノートに
まとめる。     

③一人一人がノートに
まとめた政治の働き
について話し合い，
グループで政治の働
き を 一 つ に 整 理 す
る。  

④グループで整理した
まとめを発表する。 

 
 
 
 
 
 
 

◆学習問題を確認
し，ノートをふ
り返りながら，
「市民・市役
所・市議会の相
互関係」に着目
しやすくなるよ
うに図に整理さ
せてから，学習
問題についての
自分の考えをま
とめさせる。 

◆グループ内で考
えを交流させな
がら，何のため
に政治があるの
かを考えさせ，
政治の働きを一
般化した言葉で
表現させるよう
にする。 

 

 

[思判表②] 

発言やノートの記

述内容から，「国

や地方公共団体の

政治の取り組みと

国民生活を関連づ

けて政治の働きを

考え，表現してい

るか」を評価す

る。 

 

[知技②] 

発言やノートの記

述内容から，「調

べたことを整理し

て，市の政治はわ

たしたちの生活の

安定と向上を図る

大切な働きをして

いることを理解し

ているか」を評価

する。 

（7） 公園づくりについて話し合おう 

・いかす 公園に対するいろ

いろな立場の人の願いを考

え，それらの意見を尊重し

ながらどのような公園をつ

くったらよいか話し合いま

しょう。 

p.58～59 

1 ①どのような公園がよ

いのか，自分の願い

を出し合う。 

②いろいろな人の話を

聞いて，ほかにどの

よ う な 立 場 が あ る

か，考える。 

③多様な意見をまとめ

ていくために，どの

ようなことに気をつ

け る べ き か 話 し 合

う。 

 

 

 

 

 

 

◆子どもやお年よ

りなど，いろい

ろな人が，公園

に対してどのよ

うな願いをもっ

ているかを考え

させる。 

[態度①] 

発言の内容から，

「これまでの学習

をふり返り自分た

ちの生活場面に当

てはめて考えよう

としているか」を

評価する。 

 

[思判表②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「人々の願いを関

連づけてよりよい

公園づくりのため

に必要なことを考

え，表現している

か」を評価する。 

人々の願いを実現する

ための費用には，市民

や会社などから集めら

れた税金や，国や県か

らの補助金などが使わ

れる。税金は，わたし

たちの生活や社会を支

える大切なものであ

る。 

市の政治は，市民の要

望をもとに，わたした

ちの生活の安定と向上

を図る大切な働きをし

ている。 

みんなの願いを実現す
るには，さまざまな人
の声を聞き，さまざま
な立場になって願いを
考え，積極的に意見を
伝えることが大切であ
る。 
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小単元名 3．震災復興の願いを実現する政治  
教科書の 

ページ 

政治・国際編 p.46～56，

58～59 

配当時数 ７時間 活動時期 ５～６月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(イ)(ウ)，イ-（イ） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，政策の内容や計画から実施までの過

程，法令や予算との関わりなどに着目して，見学・調査したり各種の資

料で調べたりして，まとめることで国や地方公共団体の政治の取組を捉

え，国民生活における政治の働きを考え，表現することを通して，国や

地方公共団体の政治は，国民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上

を図る大切な働きをしていることを理解するとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

ついて，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，必要な情報を

集め，読み取り，国や地方公共団体の政治の取組を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，国や地方公共団体の政治は，国

民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図る大切な働きをして

いることを理解している。 

思考・判断・表現 

①政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

着目して，問いを見出し，国や地方公共団体の政治の取組について考

え表現している。 

②国や地方公共団体の政治の取組と国民生活を関連付けて政治の働きを

考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の政治の働きについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふ

り返ったり見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 東日本大震災の発生                          ★他教科との関連：理科 

・つかむ 東日本大震災の発

生とまちの人たちの願いに

ついて話し合い，学習問題

をつくりましょう。 

p.46～47 

1 ①「大震災直後の気仙
沼の様子」や「新聞
の号外」を見て，気
づいたことや考えた
ことを発表し合う。 

②震災直後と現在のま
ちや漁港の様子を比
べて，気づいたこと
を話し合う。 

・震災で大きな被害を
受けた漁港では，３
か月後にはかつおの
水あげを再開してい
る。 

③被災した人々の願い
を実現するためにど
うしたらいいか話し
合い，学習問題をつ
くる。 

・がれきは，国や県，
市が取りのぞいた。 

・国や県，市が人々の
願いを実現するよう
に努力した。 

 
 
 
 

◆震災直後の写真
や新聞記事を見
せ，東日本大震
災による被害の
大きさについて
考えさせる。 

◆震災直後と現在
のまちや気仙沼
漁港の様子を比
較して，ちがい
を考えさせる。 

◆被災した人々の
願いの資料を読
み取らせ，人々
の願いを実現す
る政治の働きに
関心をもたせ
る。 

[思判表①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「政策の内容や計

画から実施までの

過程，法令や予算

との関わりなどに

着目して，学習問

題を見出している

か」を評価する。 

 

 

 

[態度①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「学習問題の解決

に向けた予想や学

習計画を立て，解

決の見通しをもっ

ているか」を評価

する。 

 学習問題 災害にあった人々の願いは，ど
のような人たちの，どのような働きによっ
て実現されるのでしょうか。 
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(2) 東日本大震災への緊急対応  

・調べる 東日本大震災が発

生したとき，市や県，国

は，どのような取り組みを

したのでしょうか。 

p.48～49

1 ①地震直後の市の取り
組 み に つ い て 調 べ
る。 

・災害対策本部を設置
して，避難所の開設
や被害状況の確認な
どを指示したこと。 

②地震直後の県の取り
組 み に つ い て 調 べ
る。 

③地震直後の国の取り
組 み に つ い て 調 べ
る。 

・各県と連絡を取りな
がら，自衛隊の派遣
人数を増やしたり，
他国への救助要請，
必要な物資や機材の
準備を進めたりした
こと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆写真資料をもと
に，市の取り組
みを具体的にと
らえさせる。 

◆「災害から人々
を助ける政治の
働き」の関係図
をもとに，国，
県，市が法律に
もとづいて，連
携，協力して緊
急事態に対応し
ていることをと
らえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，国

や地方公共団体の

政治の取り組みに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（3) 復旧・復興に向けた国の支援 

・調べる 復旧・復興に向け

て，国はどのような取り組

みを行ったのでしょうか。 

p.50～51 

1 ①災害からの復旧に向
けた国の取り組みを
調べる。 

・復 旧 を 進め る ため
に，第一次補正予算
を成立させたこと。 

②災害からの復興に向
けた国の取り組みを
調べる。 

・東日本大震災復興基
本法を成立させたこ
と。 

・第二次補正予算，第
三次補正予算を成立
させたこと。 

 
 
 
 
 
 

◆年表をもとにし
て，予算や法律
などの政治の働
きを時間的にと
らえさせる。 

◆「復旧・復興に
向けた政治の働
き」の図をもと
に，予算や法律
にもとづいた具
体的な取り組み
を読み取らせ
る。 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，国

の政策の内容，法

令や予算との関わ

りについて理解し

ているか」を評価

する。 

（4) 復興を願う市や市民の取り組み 
・調べる 復興に向けて，市

や市民は，どのような計画

を立てて，どのような取り

組みをしてきたのでしょう

か。 

p.52～53 

1 ①市や市民の取り組み
について調べる。 

・市では，震災復興計
画をつくり，計画に
もとづいて，復興に
向けたさまざまな取
り組みを行っている

◆年表や市役所の
方の話をもと
に，復興に向
け，市がどのよ
うな計画を立
て，どのような
取り組みを行っ

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，地

方公共団体の政策

震災直後から，市や
県，国がそれぞれ連
携・協力して被災者を
助けるためにすぐに動
き出している。また，
大震災以前から，緊急
時に対応するための体
制がつくられている。 

国は，必要な法律を急
いで制定したり，特別
な予算を立てたりし
て，被災地の支援を行
っている。 
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こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

てきたのか，具
体的にとらえさ
せる。 

◆漁港の方の話か
ら，震災から立
ち上がり，復興
に向かう人々の
姿をとらえさせ
る。 

 

の内容や条例や予

算との関わりにつ

いて理解している

か」を評価する。 

（5） これからに向けたまちづくり 

・調べる これからに向けて

どのような課題があり，ど

のような取り組みが行われ

ているのでしょうか。 

p.54～55 

1 ①復興を進めている被
災地で，現在課題に
なっていることを調
べる。 

・震災前から人口の減
少が課題となってい
る。 

②現在，どのような取
り組みが行われてい
るのかを調べる。 

・各地から移住してく
る人への情報提供も
行っている。 

 
 
 
 
 
 

◆現在も課題があ
ることをとらえ
させる。 

◆市や市役所が協
力してまちづく
りをしているこ
とをとらえさせ
る。 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，地

方公共団体が，長

期的な視野に立っ

て地域の再興に向

けて様々な施策を

実行していること

を理解している

か」を評価する。 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを表にま

とめ，自分の考えを書きま

しょう。 

p.56 

1 ①災害にあった人々の
願いと，政治の働き
について，表に整理
する。 

②まちづくりを進めて
いくうえで大切なこ
とは何か，自分の考
えを書く。 

・まちの特色を生かし
てさまざまなことに
取り組んでいく。 

◆東日本大震災か
らの復興には，
たくさんの人々
が関わっている
こと，復興は国
民の願いでもあ
ることに気づか
せる。 

[知技②] 

ノートや作成した

表の内容から，

「調べたことを表

やノートにまと

め，国や地方公共

団体の政治は，国

民主権の考え方の

下，国民生活の安

定と向上を図る大

切な働きをしてい

ることを理解して

いるか」を評価す

る。 

[思判表②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「国や地方公共団

体の政治の取り組

みと国民生活を関

連づけて政治の働

きを考え，表現し

ているか」を評価

する。 

市は震災復興計画を作
成し，計画にもとづい
て，復興に向けた取り
組みを行っている。ま
た，市民も国や県，市
の支援を受けながら，
新しいまちづくりに向
けて，みんなで協力し
ている。 

現在，課題となってい
ることもあるが，市と
市民が協力をして魅力
あるまちづくりを進め
ている。 

人々の願いを実現する
ために，国や県，市の
政治の働きがかかわっ
ており，それらは，国
民の生活の安定と向上
を図るために重要な働
きをしている。 
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（7） 公園づくりについて話し合おう 

・いかす 公園に対するいろ

いろな立場の人の願いを考

え，それらの意見を尊重し

ながらどのような公園をつ

くったらよいか話し合いま

しょう。 

p.58～59 

1 ①どのような公園がよ

いのか，自分の願い

を出し合う。 

②いろいろな人の話を

聞いて，ほかにどの

よ う な 立 場 が あ る

か，考える。 

③多様な意見をまとめ

ていくために，どの

ようなことに気をつ

け る べ き か 話 し 合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもやお年よ

りなど，いろい

ろな人が，公園

に対してどのよ

うな願いをもっ

ているかを考え

させる。 

[態度①] 

発言の内容から，

「これまでの学習

をふり返り自分た

ちの生活場面に当

てはめて考えよう

としているか」を

評価する。 

 

[思判表②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「人々の願いを関

連づけてよりよい

公園づくりのため

に必要なことを考

え，表現している

か」を評価する。 

 

 

  

みんなの願いを実現す
るには，さまざまな人
の声を聞き，さまざま
な立場になって願いを
考え，積極的に意見を
伝えることが大切であ
る。 
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本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

（1） 新聞を読もう 

・いかす 政治や憲法に関連

した新聞記事から，気にな

ったことを出し合いましょ

う。 

p.62～63 

1 ①政治に関して気にな
った記事を選び，発
表する。 

・選挙，内閣，司法，
震災復興 など 

②みんなの発表を通し
て，感じたことや考
え た こ と を 話 し 合
う。 

◆同じ日の新聞で

も取り上げる記

事が違うことが

あり，同じ記事

でも新聞によっ

て書き方や評価

が異なることが

あることに注目

させる。 

[態度] 

発言やノートの記

述内容から，「新

聞を読むことを通

して，政治の働き

と国民生活との関

わりについて考え

ようとしている

か」を評価する。 

 

  

新聞は世の中で起こっ
ている出来事を数多く
取り上げており，ふだ
んから新聞を読んで考
えることが大切であ
る。 
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単元名 2．日本の歴史(オリエンテーション) 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.2～7 

配当時数 ２時間 活動時期 ６月 
学習指導要

領の内容 
 (2)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) (2) 歴史学習の基本をおさえよう①～③ 

・身近にある歴史を見つけよ
う 

p.2～3 

 

・歴史博物館へ行こう 

p.4～5 

 

・年表の見方を知ろう 

p.6～7 

2 ①身のまわりの歴史を
調べて，ノートやカ
ード，地図などにま
とめる。 

・現地に足を運ぶこと
を前提に，自分が住
んでいる地域の歴史
を調べる。次に都道
府県内の歴史を調べ
る。 

②「 ま な び方 コ ーナ
ー」を参考にして，
歴史博物館の利用の
仕方を学ぶ。 

③歴史博物館を訪ね，
見学・体験をする。 

・資料の解説文を読ん
だり，学芸員から話
を聞いたり，展示物
や映像シアターなど
を見たりして，調べ
学習に取り組む。 

④「 ま な び方 コ ーナ
ー」を参考にして，
年 表 の 見 方 を 調 べ
る。 

・西暦，世紀，時代の
意味を調べる。 

・時代と出来事をつな
げる教科書の例題を
考える。 

⑤年表をもとにして，
時代ごとの主な人物
について考える。 

・例示されている人物
について，教科書を
使って大まかな内容
を調べる。 

 
 
 
 

◆身のまわりの歴
史の対象につい
ては，まず自分
の校区や住んで
いる市区町村程
度を，次に県単
位まで広げるよ
うにする。 

 
 
◆歴史博物館で
は，体験コーナ
ーを設けている
ことが多い。実
際に体験するこ
とを重視した
い。 

 
 
 
 
 
◆等尺年表を使っ
て時代ごとの長
さを比較するな
ど，これから学
習する内容に関
心をもたせる。 

◆巻末の年表もあ
わせて活用す
る。 

 

[態度] 

ノートや発言の内

容から，「自分の

住む地域の歴史に

ついて主体的に調

べようとしている

か」を評価する。 

 

 

[知技] 

ノートや発言の内

容から，「歴史博

物館の各種資料を

活用して，必要な

情報を集め，読み

取り，まとめてい

るか」を評価す

る。 

 

 

[態度] 

ノートや発言の内

容から，「歴史学

習で学んでいくこ

とについて主体的

に調べようとして

いるか」を評価す

る。 

 

 
  

めあて わたしたちの国の歴史には，どの
ようなできごとがあり，どのような人物の
働きがあったのでしょうか。 
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小単元名 1．縄文のむらから古墳のくにへ  
教科書の 

ページ 
歴史編 p.8～23 

配当時数 ７時間 活動時期 ６月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ア)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，代表的な文化遺

産などに着目して，遺跡や地図，年表などの資料で調べ，世の中の変化

の様子を考え，表現することを通して，狩猟・採集や農耕の生活，古

墳，大和朝廷（大和政権）による統一の様子を手掛かりに，むらからく

にへと変化したことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，代表的な文化遺産などについて，遺跡や地図，年表な

どの資料で調べ，狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政

権）による統一の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，むらからくにへと変化したこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，代表的な文化遺産などに着目して，問いを見出し，狩

猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）について考え表

現している。 

②狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の

様子を関連付けたり総合したりして，世の中の変化の様子を考え，適

切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の

様子について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったりし

て，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 大昔のむらのくらし  

・つかむ 縄文のむらのく

らしの様子について話し

合いましょう。 

p.8～9 

1 ①三内丸山遺跡や出土
品の写真，「縄文時
代の人々の１年の生
活 」 の 図 な ど を 見
て，当時の人々がど
のようにくらしてい
たのか話し合う。 

・たて穴住居とよばれ
る住まいにくらして
いた。 

・狩りや漁，採集中心
の生活であり，食べ
物が手に入らないこ
ともあった。 

・生 活 に 必要 な 道具
を，石，木，骨など
でつくっていた。 

・ねん土を焼いてつく
った縄文土器を使っ
て煮たりたくわえた
りしていた。 

 
 
 
 
 
 

◆大きさ，材質，
使われ方など，
出土品を観察す
るときの視点を
知らせる。 

◆ ｢ 縄 文 時 代 の
人々の 1 年の生
活｣から，季節
ごとに，どのよ
うなものを手に
入れていたのか
調べさせる。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「狩

猟や採集の生活が

営まれていたこと

について，豊かな

自然に着目して考

え，表現している

か」を評価する。 

(2) 板付遺跡と米づくり  

・つかむ 米づくりが始まっ 1 ①板付遺跡の出土品の ◆道具がどのよう [思判表①] 

縄文のむらの人々は，
協力して狩猟や採集の
生活を営み，必要な道
具は，石，木，骨など
でつくっていた。 
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たころのむらや人々の様子
について見てみましょう。 

p.10～11 

写真や米づくりの様
子の想像図を見て，
米づくりが始まり，
人々のくらしの様子
がどのように変化し
たのか，気づいたこ
とを話し合う。 

・米づくりのためのさ
まざまな道具が板付
遺跡から出土してい
る。 

・指導者を中心に力を
合わせて米づくりを
している。 

・米づくりによって，
食料を安定的に得る
ことができるように
なった。 

 
 
 
 
 
 

に使われていた
のかを想像図の
中で確認し，く
らしの様子を具
体的につかませ
る。  

◆資料から，米づ
くりが大陸から
伝わったこと
や，日本の各地
に広がっていっ
たことをとらえ
させる。 

発言やノートの記

述 内 容 か ら ，

「人々が定住して

むらを作るように

なったことなどに

ついて，農耕に着

目して考え，表現

しているか」を評

価する。 

（3) 縄文時代と弥生時代のくらし 

・つかむ 縄文時代と弥生時

代の想像図を見比べながら

話し合い，学習問題をつく

りましょう。 

p.12～15 

1 ①三内丸山遺跡と吉野
ヶ里遺跡の想像図を
調べて，それぞれの
生 活 の 様 子 に つ い
て，わかったことや
考えたことを話し合
う。 

・縄文と弥生では，衣
服の生地の質が違う
ようだ。住まいも変
わってきた。 

・縄文のむらでは，狩
りや漁をしたり，木
の実をとったりして
いたが，弥生のむら
では米づくりをし，
とれた米を保存して
いたようだ。 

・弥生のむらでは，ま
わりに堀や柵がつく
られている。兵士の
ような人もいる。 

②疑問に思ったことを
発表し合い，学習問
題をつくる。 

・食料を安定して手に
入れられるようにな
って人口が増え，田
も広がったのではな
いか。 

・道具はどのように変
化 し て い く の だ ろ
う。 

・弥生のむらにあった
堀や柵は何のために

◆縄文のむらと弥
生のむらを比較
し，くらしの様
子の違いについ
て気づかせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆米づくりが始ま
って，縄文と弥
生のむらにさま
ざまな違いが生
まれたことを確
認し，人々のく
らしや社会の様
子の変化を予想
させる。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「狩

猟採集の生活から

農耕の生活への変

化に着目し，学習

問題を見出してい

るか」を評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

 

弥生のむらの人々は，
定住して農耕の生活を
営み，指導者を中心に
共同で米づくりを行っ
ていた。 
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つ く ら れ た の だ ろ
う。 

・社会の様子は，どう
変わっていったのだ
ろう。 

 
 
 
 

（4) むらからくにへ 
・調べる 米づくりの広がり

によって，むらの様子はど

のように変わったのでしょ

うか。 

p.16～17 

1 ①米づくりの広がりに
よって，むらの様子
がどのように変わっ
ていったのかを調べ
る。 

・米づくりの広がりに
より，むらとむらの
間 で 争 い が 起 こ っ
た。 

・むらの指導者は，む
らを支配する豪族と
な り ， 豪 族 の 中 に
は，まわりのむらを
従 え て く に を つ く
り，王とよばれる人
も現れた。 

・各地の王や豪族は，
大陸の進んだ技術や
文化をくにづくりに
役立てた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆矢じりが刺さっ
たままの人骨と
集落を囲む柵を
関連付けて考え
させる。 

◆魏志倭人伝の部
分要約，出土品
などから，邪馬
台国をはじめと
する当時のくに
の様子や，大陸
と交流があった
ことをつかませ
る。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，世の中

の様子がむらから

くにへと変化した

様子を理解してい

るか」を評価す

る。 

（5） 巨大古墳と豪族 

・調べる 古墳は，何のため

に，どのようにして，つく

られたのでしょうか。 

p.18～19 

1 ①仁徳天皇陵古墳の写
真，古墳を築いてい
る様子の想像図，出
土品などから，古墳
づくりの目的，王や
豪族たちの力の大き
さについて考え，話
し合う。 

・古墳の大きさ，多く
の人を動員してつく
らせたこと，出土品
などから，古墳にほ
うむられた人物が大
きな力をもっていた
といえる。 

・王や豪族たちは，自
分の力の大きさを示
すために古墳をつく
らせた。 

 

◆巨大な古墳を見
た人が，どのよ
うな思いを抱い
たかを考えさせ
る。 

◆古墳の出土品か
ら，当時の様子
がうかがえるこ
とに気づかせ
る。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，古墳の

規模やその出土

品，古墳の広がり

などを理解してい

るか」を評価す

る。 

学習問題 米づくりが始まったことで，
人々のくらしや世の中は，どのように変わ
っていったのでしょうか。 

米づくりが広がると，
力の強いむらが周辺の
むらを従え，次第にく
にへと発展した。くに
を支配する王や豪族
は，大陸の技術や文化
を取り入れ，くにづく
りに役立てた。 
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（6） 大和朝廷（大和政権）と国土の統一 

・調べる 国土は，どのよう

に統一されていったのでし

ょうか。 

p.20～21 

1 ①大和朝廷の力が各地
に広がり，国土がど
のように統一されて
い っ た の か を 調 べ
る。 

・ワカタケル大王の名
が記された鉄刀と鉄
剣が熊本県と埼玉県
の古墳から出土した
ことから，大和朝廷
の力の広がりがわか
る。 

・神話がつくられるほ
ど，大和朝廷は，大
きくて強い「国」に
なっていった。 

・渡来人の中には，建
築や土木工事，焼き
物などの技術を身に
つけた人々がおり，
進んだ技術を大陸か
らもたらした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆国の成り立ちに

関する神話や伝

承を活用し，当

時の人々のもの

の見方や考え方

に関心をもたせ

るとともに，そ

れらは史実では

ないことに留意

する。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，有力豪

族を中心とした大

和朝廷によって大

和地方を中心とし

た地域の統一が進

められたことを理

解しているか」を

評価する。 

 

（7） 新聞にまとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことをノート

に整理し，新聞にまとめま

しょう。 

p.22～23 

1 ①学習問題について調
べてきたことを，ノ
ートに整理し，まと
める。 

・米づくりの広がりに
よって，むらがくに
へ と 発 展 し て い っ
た。 

・王や豪族たちは，渡
来人の技術や文化を
くにづくりに役立て
た。 

・大和朝廷が勢力を広
げ，国としての日本
の形ができ上がって
いった。 

②調べたことを整理し
て新聞をつくる。 

 
 

◆「ことば」で取
り上げている言
葉を使って，ま
とめを書かせ
る。 

◆学習問題につい
て調べてきた事
実をノートに整
理し，それをも
とに新聞を書か
せ，最後に社説
として自分の考
えを書かせる。 

[思判表②] 

ノートや新聞の記

述内容から，「狩

猟・採集や農耕の

生活，古墳，大和

朝廷（大和政権）

による統一の様子

を関連付けたり総

合したりして，世

の中の様子の変化

を考え，適切に表

現しているか」を

評価する。 

 

[知技②] 

新聞やノートの記

述内容から，「調

べたことを新聞に

３～７世紀には，すぐ
れた技術者を指図し，
多くの人々を働かせて
築く，巨大な古墳が各
地に現れた。 
 

大和地方に，より大き
な力をもつ大和朝廷
（大和政権）が現れ，
５～６世紀ごろには，
九州地方から東北地方
南部までの豪族や王を
従え，大陸からの文化
を積極的に取り入れ
た。 
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まとめ，むらから

くにへと変化した

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

 

 

  

狩猟・採集の生活か
ら，農耕の生活とな
り，生活や社会の様子
は変化した。むらは次
第にくにへと発展し，
各地に大きな力をもつ
豪族が出現し，やがて
大和朝廷(大和政権）に
より国土が統一されて
いった。 
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小単元名 2．天皇中心の国づくり 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.24～34 

配当時数 ６時間 活動時期 ７月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(イ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料

で調べ，この頃の世の中の様子を考え，表現することを通して，大陸文

化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子を手掛かりに，天皇を中心とし

た政治が確立されたことを理解できるようにするとともに，主体的に学

習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，大陸文化の摂取，大化の改

新，大仏造営の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，天皇を中心とした政治が確立さ

れたことを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子について考

え表現している。 

②大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子を関連付けたり総合し

たりして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子について，予想や学習

計画を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決

しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 聖徳太子の国づくり 

・つかむ 聖徳太子が行った

政治について整理し，学習

問題をつくりましょう。 

p.24～25 

1 ①国を統一した隋の様
子を調べたり，聖徳
太子が遣隋使を派遣
した目的について話
し合ったりする。 

・隋は，皇帝を中心と
した政治が整い文化
が栄えていた。 

・聖徳太子は，小野妹
子らを隋に送り，隋
の 進 ん だ 制 度 や 文
化，学問を取り入れ
新しい国づくりに生
かそうとした。 

②聖徳太子が行った政
治について調べ，学
習問題をつくる。 

・冠位十二階を定め，
家柄に関係なく能力
や功績で役人を取り
立てた。 

・ 十 七条 の 憲 法を定
め，政治を行う役人
の心構えを示した。 

・豪族の力をおさえ，
天皇中心の国づくり
をめざした。 

・法隆寺などを建てて
仏教の教えを人々に
広めようとした。 

◆日本と隋の国土
の広さの比較か
らも隋の大国ぶ
りをとらえさせ
る。 

◆当時の航海技術
が未熟だったこ
とを解説し，隋
に渡ることが大
変だったことを
想像させる。 

 
 
 
◆聖徳太子のめざ
した政治は，太
子の死後どうな
っていくのかと
問いかけ，学習
問題につなげ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[思判表①] 
発言内容から，
「当時の世の中の
様子や聖徳太子の
行った政治に着目
して，問いを見出
しているか」を評
価する。 
 
 
 
 
 
 
[態度①] 
発言内容から，
「聖徳太子のめざ
した政治が誰にど
のように受けつが
れていったのかに
ついて学習問題を
つくり，年表をも
とに調べる予想や
学習計画を立て，
解決の見通しをも
っているか」を評
価する。 
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③中大兄皇子や聖武天

皇の働きを調べる学
習計画を立てる。 

 
 
 
 
◆太子の死後の主
なできごとの年
表をもとに，今
後の学習の見通
しもち，学習計
画を立てるよう
にする。 

(2) 大化の改新と天皇の力の広がり  

・調べる 聖徳太子の死後，
だれが，どのような国づく
りを進めたのでしょうか。 

p.26～27 

1 ①中大兄皇子と中臣鎌
足らが行った政治に
ついて調べる。 

・蘇我氏をたおし，大
化の改新を進めた。 

・都から全国へ支配を
進めていく仕組みを
整備した。 

・初めて年号を定めた
り，天皇が時間を管
理したりした。 

・豪族が支配していた
土地や人々は国のも
のになり，豪族は貴
族として政治に参加
した。 

・地方の豪族も役人と
なってそれぞれの地
方を治めた。 

・中国にならって最初
の本格的な都である
藤原京を飛鳥につく
った。 

②律令や都から運ばれ
てきた各地の主な産
物について調べ，中
国の政治の日本への
影響を話し合う。 

・人々は，租・調・庸
といった税を納め，
役を務めた。 

・都に日本各地から多
くの産物が運ばれ，
それらを管理するの
に木簡が使われた。 

・中国の政治を取り入
れ，天皇の力が強く
なった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆大化の改新で行
われた一つ一つ
の政治の改革が
何をねらったも
のなのか考えさ
せ，それらがす
べて天皇の力を
強めていくため
のものであるこ
とがとらえられ
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆都に運ばれてき
た各地の産物の
地図資料から天
皇の力の広がり
について考える
ようにする。 

◆中国の政治の仕
組みを取り入れ
たことにより我
が国にどのよう
な影響があった
のか考えるよう
にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートや発言の内
容から，「必要な
情報を集め，読み
取り，大化の改新
による政治の改革
により，天皇の力
が強くなり天皇中
心の政治が進めら
れたことを理解し
ているか」を評価
する。 

学習問題 聖徳太子がめざした天皇中心の

国づくりは，だれが，どのように受けつい

でいったのでしょうか。 
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（3) 仏教の力で国を治める 

・調べる 聖武天皇は，どの

ようにして世の中を治めよ

うとしたのでしょうか。 

p.28～29 

1 ①当時の平城京の様子
や地方の人々のくら
しの様子について調
べる。 

・平城京は中国風の都
で，東西南北にのび
る道路で碁盤のよう
に区切られていた。 

・天皇や貴族，下級役
人などがくらし，に
ぎ わ い を 見 せ て い
た。 

・地方の人々の生活は
厳しく，重い税の負
担に耐えかねて逃げ
出すものもいた。 

②聖武天皇のころの主
なできごとや天皇が
行った政治について
調べる。 

・病気によって多くの
人々がなくなり，全
国各地で災害や反乱
が起こるなど社会全
体に不安が広がって
いた。 

・仏教の力で社会の不
安をしずめようと，
国ごとに国分寺を建
てることを命じた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆資料から平城京
の様子を読み取
るとともに，地
方の人々の厳し
いくらしと比較
し，多角的に当
時の人々の様子
をとらえるよう
にする。 

 
 
 
 
 
 
 
◆聖武天皇の年表
から，天皇が行
ったことを読み
取り，当時ので
きごとと行った
ことの関係を考
えるようにす
る。 

◆国分寺の復元模
型や分布図か
ら，全国に立派
な国分寺を建立
した聖武天皇の
力の大きさや力
の広がりを考え
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，全国に

国分寺をつくらせ

た理由や全国に国

分寺をつくらせた

聖武天皇の力の大

きさについて理解

しているか」を評

価する。 

（4) 大仏をつくる 

・調べる 聖武天皇の大仏づ

くりは，どのように進めら

れたのでしょうか。 

p.30～31 

1 ①大仏の大きさや，大
仏造営への聖武天皇
の願いについて話し
合う。 

・ 巨 大な 大 仏 をつく

◆実際に，大仏の
一部分（手のひ
らの大きさな
ど）を新聞紙な
どに写してみる

 

 

 

 

中大兄皇子と中臣鎌足

は，勢力を強めた蘇我

氏を倒し，天皇を中心

とする国づくりを進め

た。国を治めるための

法律もでき，都には日

本各地から多くの産物

が運ばれ，天皇を中心

とする国づくりを支え

た。 

 

都では病気が流行し，

都を支える地方でも

人々のくらしは厳し

く，なかなか政治が安

定しなかった。聖武天

皇は，仏教の力で社会

の不安をしずめ，国を

治めようとして，国分

寺をつくらせた。 
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り，仏の力で人々を
救おうとした。 

・多くの人の協力で大
仏 を つ く ろ う と し
た。 

②どのように大仏がつ
く ら れ た の か 調 べ
る。 

・行基が大仏づくりに
協力した。 

・すぐれた技術をもつ
渡来人も活躍した。 

・聖武天皇の命令で，
全国からばく大な物
資が集められた。 

・のべ260万人以上の
人々が何年も働き，
大仏が完成した。 

・開眼式には，天皇や
貴族，僧など1万人以
上の人々が国の平安
を祈った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と大仏の大きさ
が実感できる。 

◆大仏づくりに
は，農民や渡来
人，行基などが
協力したことか
ら，海外とのつ
ながりやさまざ
まな人々が大仏
づくりを支えた
ことをとらえさ
せたい。 

◆全国から集めら
れた人の数や材
料の分量や分布
から，当時の天
皇の力の大きさ
を考えさせた
い。 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，大仏造

営には，人々を救

いたいという聖武

天皇の願いがあっ

たことや，当時の

技術や国力を結集

した国家的大事業

であったことを理

解しているか」を

評価する。 

（5） 大陸の文化を学ぶ 

・調べる 奈良に都があった

ころ，日本は，大陸からど

のようなことを学んだので

しょうか。 

p.32～33 

1 ①遣唐使は，どのよう
なものを日本にもた
らしたのか調べる。 

・聖武天皇は唐から皇
帝中心の政治の仕組
みや大陸文化を学ぼ
うと遣唐使を唐に送
った。 

・航海技術が発達して
いないために船が難
破することも多く，
唐に渡るのは危険な
旅だったが，遣唐使
は危険を乗りこえ唐
に渡り，多くの大陸
文化や文物を日本に
もたらした。 

・その一部は東大寺に
ある正倉院の宝物と
して保管された。 

②聖武天皇が唐から招い
た鑑真の活躍について
調べる。 

・何回も失敗しながら
来日を果たし，唐招

◆危険を乗りこえ
命がけで唐に渡
った遣唐使や聖
武天皇の思いを
考えるようにす
る。 

◆p.32「世界と日
本をつなぐ交通
路」の地図資料
から，当時の大
陸と日本のつな
がりを考えるよ
うにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大仏をつくり，仏教の

力で国を安定させよう

と，全国から人や物資

が集められた。聖武天

皇の詔の後，行基が弟

子とともに大仏づくり

に協力し，すぐれた技

術をもつ渡来人の指導

と多くの人たちの力で

大仏が完成した。 
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提寺を建立し日本で
仏教を発展させた。 

③この頃日本は大陸と
の交流により，どの
ようなことを学んだ
のか話し合う。 

・中国の皇帝を中心と
した政治の仕組み 

・大陸の影響を受けた
文化や仏教 など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆大陸とのつなが
り，仏教の影
響，遣唐使の活
躍などから，奈
良に都があった
ころの文化の特
色を多角的に考
えるようにす
る。 

 
 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，奈良時

代には，遣唐使や

鑑真などの活躍に

より，大陸や仏教

の影響を受けた文

化が栄えたことを

理解しているか」

を評価する。 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを表に整

理し，最後に人物のせりふ

を書きましょう。 

p.34 

1 ①これまでに調べたこ
とを発表して，この
時代の人物が，新し
い国づくりのために
どのようなことを行
ったのか，表に整理
する。 

・「中大兄皇子，中臣
鎌足，唐から帰国し
た留学生や留学僧」
「 聖 武 天 皇 」 「 行
基」「鑑真」の四つ
の人物の観点で整理 

②整理したことをもと
に，それぞれの立場
の人物になったつも
りで，天皇中心の世
の中について説明す
る。 

（例）・聖武天皇…わ
たしは，多くの人々
の協力を得ながら，
天皇である自分の力
を使って全国に国分
寺を建てたり大仏を
つくったりして仏教
の力で世の中を平和
に し よ う と し ま し
た。 

 
 
 
 
 
 
 

◆さまざまな人物
の立場に立っ
て，新しい国づ
くりのために取
り組んだことを
考えることによ
り，天皇中心の
国づくりについ
て，さまざまな
立場から多角的
に考えることが
できるようにす
る。 

 

[思判表②] 

表や吹き出しの記
述内容から，「天
皇中心の国づくり
の経過をふり返っ
たり，それぞれの
人物の働きを考え
たりして，この頃
の世の中の様子を
考え，表現してい
るか」を評価す
る。 
 
 

[知技②] 

表や吹き出しの記

述内容から，「調

べたことをまと

め，天皇を中心と

した政治が確立さ

れたことを理解し

ているか」を評価

する。 

聖武天皇は，中国へ使
者や留学生を送って大
陸の政治の仕組みや文
化を学ばせる一方，日
本に正式な仏教を広め
るために鑑真を招い
た。このころ我が国に
は，大陸風の文化が伝
わってきた。 

聖徳太子の国づくり
は，中大兄皇子や中臣
鎌足によって受け継が
れ，聖武天皇のころに
は，仏教を取り入れた
天皇を中心とした政治
の仕組みが確立され
た。 
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小単元名 3．貴族のくらし 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.36～41 

配当時数 ３時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ウ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，文化財や年表，その他の資料で調べ，

この頃の文化の特色を考え，表現することを通して，貴族の生活や文化

を手掛かりに，日本風の文化が生まれたことを理解できるようにすると

ともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習して

きたことを基に我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との関わり

を考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 
・貴族の生活や文化などについて，文化財や年表，その他の資料で調

べ，日本風の文化が生まれたことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，貴族のくらしやこの頃の文化の特色を考え，表現してい

る。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・主体的に学習問題を追究・解決し，学習してきたことを基に長い歴史

を経て築かれてきた我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との

関わりを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 貴族と藤原道長 

・つかむ 藤原道長ら，貴族
がどのようなくらしをして
いたのか話し合い，学習問
題をつくりましょう。 

p.36～37 

1 ①藤原道長が詠んだ歌
の意味を考え，話し
合う。  

・この世はすべて自分の
思い通りにできる。 

・娘を天皇のきさきに
し，強い権力を手に
入れた。 

・このころ貴族は大き
な力をもっていた。  

②貴族は，どんなくら

しをしていたのかを

調べ，わかったこと

や疑問に思ったこと

を話し合い，学習問

題をつくる。  

・広く優雅な寝殿造の

やしきでくらす。  

・広い庭や池もあり，

そこで貴族が遊びを

楽しんでいる。 

・蹴鞠をしている。 

・食 事 も 庶民 と ちが

う。 

・はなやかな文化が栄
えたみたいだ。 

 
 
 
 

◆貴族が栄えてい
たことを歌から
読み取らせる。 

◆寝殿造の屋敷の
想像図から，当
時の貴族のくら
しの様子を細か
く読み取らせ
る。  

◆貴族たちが華や
かなくらしをし
ていたことに気
づかせ，そのよ
うなくらしの中
からどんな文化
が生まれたのか
問いかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表] 

発言内容から，
「貴族のくらしの
中からどのような
文化が生まれてき
たかを考え，問い
を見出している
か」を評価する。 
 
 
 

 

(2) 貴族のくらしの中から生まれた文化                              ★他教科との関連：国語 

・調べる 藤原氏が栄えてい
たころ，どのような文化が

1 ①貴族のくらしの中か

ら生まれてきた文化

◆漢字からかな文
字がつくられた

[知技] 

発言やノートの記

学習問題 貴族が栄えていたころ，どのよ
うな文化が生まれたのでしょうか。 
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生まれたのでしょうか。 

p.38～39 
について，資料から

調べる。  

・このころつくられた

大和絵には，貴族の

くらしの様子が描か

れている。 

・男性は束帯，女性は

十二単などの服装  

・琴，琵琶，笛などを

たしなみ，囲碁や双

六で遊び，男子は，

蹴鞠や乗馬も行う。  

・漢字からかな文字が

つくられ，「源氏物

語」など世界的な文

学が生まれた。   

・小倉百人一首には，
平安時代の女性の歌
がたくさん含まれて
いる。  

・中国の影響を受けな
がら，貴族のくらし
の中から美しく華や
かな日本風の文化が
生まれた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことにより，自
分の気持ちなど
が細かく表現で
きるようになっ
たことに気づか
せる。 

◆日本風の文化と
ともに，源氏物
語が外国でも親
しまれているこ
とからも，貴族
のくらしの中か
ら生まれた文化
の特色を多角的
に考えさせる。 

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，貴族の

くらしの中から生

まれた文化の特色

を整理し，日本風

の文化が生まれた

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

（3) 今に伝わる年中行事 

・調べる 貴族が栄えていた

ころの年中行事で，今に伝

えられているものには，ど

のようなものがあるでしょ

うか。 

p.40 

1/2 ①貴族の年中行事で，
今に伝えられ行われ
ているものについて
資料から調べる。 

・京都で行われている
賀茂祭（葵祭）は，
今から1200年前から
始まり，今でも平安
時 代 の い で た ち の
人々が行列をつくっ
て市内を歩く。 

・曲水の宴は，貴族の
遊びだったが，今で
も伝えられている。 

・お正月の行事や端午
の節句，七夕などの
行事も貴族の年中行
事が今に伝わってい
るもの。 

・貴族の文化は，今で
もわたしたちのくら
し の 中 に 生 き て い
る。 

◆「平安時代の主
な年中行事」
で，今も行われ
ているものに印
を付けさせ，今
も伝えられてい
るものが多いこ
とに気づかせ
る。 

◆貴族の文化と自
分たちの生活の
関わりについて
考えるようにす
る。 

[知技] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，貴族の

くらしの年中行事

の中には今に伝え

られているものが

あることを理解し

ているか」を評価

する。 

 

 

 

貴族たちのくらしの中
から大和絵や十二単な
どの服装が生み出され
たり，かな文字がつく
られて，物語，随筆な
ど多くの文学作品が書
かれたりするなど，華
やかな日本風の文化が
生まれた。 
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（3) キャッチコピーにまとめる 
・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことについて

話し合い，平安時代の文化

の特色を表すキャッチコピ

ーを書きましょう。 

p.41 

1/2 ①平安時代には，どの
ような文化が生まれ
てきたのか調べたこ
と を も と に 話 し 合
う。 

・貴族のくらしの中か
らはなやかな文化が
生まれた。 

・中国文化の影響を受
けながら，日本独自
の文化が生まれた。 

・貴族のくらしの中か
ら生まれた文学は，
日本だけでなく世界
の人たちにも親しま
れている。 

・貴族たちの年中行事
の中には今も受けつ
がれているものがあ
り，かな文字や着物
は 今 も 使 わ れ て い
る。 

②平安時代の文化の特
色をキャッチコピー
に表現する。 

・世界の人たちにも親
しまれている平安時
代の文学作品 

・今につながる日本風
の文化 

 
 
 
 
 

◆平安時代の文化
の特色を，時期
や時間の経過と
いう見方，位置
や空間という見
方，外国との関
係，際だった特
徴などといった
視点で考えまと
めるようにす
る。 

◆なぜそのキャッ
チコピーにした
のか理由も説明
するようにす
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度] 

発言やキャッチコ

ピーの記述内容か

ら，「長い歴史を

経て築かれてきた

平安文化と今日の

自分たちの生活と

の関わりを考えよ

うとしているか」

を評価する。  

 

 
 
  

平安時代の貴族の年中

行事の中には，現在も

続いているものがあ

る。 

 

京都に都が置かれたこ

ろ，貴族のくらしの中

から日本風の文化が生

まれた。 
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小単元名 4．武士の世の中へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.44～54 

配当時数 ６時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 
(2)ア-(エ)(シ)，イ-（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きなど

に着目して，地図や年表などの資料で調べ，この頃の世の中の様子を考

え，表現することを通して，源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦

いを手掛かりに，武士による政治が始まったことを理解できるようにす

るとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きなどについて，地図や年表などの資料で調

べ，源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いを理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，武士による政治が始まったこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きなどに着目して，問いを見出し，源平の戦

い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて考え表現している。 

②源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いを関連付けたり総合した

りして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて，予想や学習計

画を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 武士の登場と武士のくらし 

・つかむ 武士とは，どのよ

うな人々で，どのような願

いをもっていたのかについ

て話し合い，学習問題をつ

くりましょう。 

p.44～45 

1 ①「武士のやかたの様
子（想像図）」をもと
に，武士の生活の様
子，武士と貴族のち
がいなどについて考
え，話し合う。 

・地方の武士は，自分
の領地が見渡せる場所
にやかたを建てて住ん
でいた。 

・一族や家来たちも近
くに住んでいた。 

・武器の手入れや武芸
の訓練，馬の世話な
どを行い，常に戦い
に備えていた。 

 
 
 
 

◆イラストは想像
図であることに
留意しつつ，武
士のイメージを
ふくらませるこ
とができるよう
に指導する。 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「武

士が登場した頃の

世の中の様子や彼

らのくらしに着目

して，問いを見出

しているか」を評

価する。 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

(2) 武士の政治の始まり  

・調べる 武士は，どのよう
にして勢力をのばしていっ
たのでしょうか。 

p.46～47 

1 ①平清盛の活躍につい
て年表にまとめて調
べ，武士の政治の始
まりと平氏の政治の
特 色 に つ い て 考 え
る。 

・武士のなかには武芸
を認められて朝廷や
貴族に仕え，大きな
力をつけていく者が
現れた。 

・平清盛は，むすめを

◆貴族の藤原氏が
行った政治と武
士の平氏が行っ
た政治の共通点
と相違点につい
て考えさせる。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，平氏が

力を伸ばしていっ

た様子について理

解しているか」を

評価する。 

学習問題 武士の登場によって，世の中
はどのように変わり，武士は，どのよう
な政治を行っていったのでしょうか。 
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天皇のきさきとして
生まれた子を天皇に
立てるなど，朝廷の
中で重い役を独占し
て強い力をもつよう
になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3) 源氏と平氏が戦う 

・調べる 源平の戦いで，源

氏は平氏をどのように破っ

たのでしょうか。 

p.48～49 

1 ①源義経の活躍につい
て図書館などで伝記
を 探 す な ど し て 調
べ，鎌倉に幕府が開
かれるまでの経緯を
まとめる。 

・源頼朝が平氏をたお
そ う と 兵 を 挙 げ る
と，自分たちの領地
を認めてくれる新し
いかしらを求めてい
た武士が次々に集ま
った。 

・源義経に率いられた
軍が，一ノ谷，屋島
で平氏を破り，壇ノ
浦 で 平 氏 を 滅 ぼ し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆源義経の活躍と
多くの武士が源
頼朝に従うよう
になった理由と
を関連付けて調
べ，次時へと疑
問がつながるよ
うにする。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，源平の

戦い（源義経の活

躍と多くの武士が

源頼朝に従うよう

になった理由）に

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（4) 頼朝が東国を治める 
・調べる 頼朝は，どのよう

にして武士たちを従えてい

ったのでしょうか。  

p.50～51 

1 ①鎌倉の地図やご恩と
奉公の関係図，政子
のうったえなどをも
とにして，源頼朝が
武士たちをどのよう
に従えていったのか
を考える。 

・源頼朝はご恩と奉公
の主従関係で武士を
従えた。 

・承久の乱の後，鎌倉
幕府の力は西国にま
で及ぶようになり，
執権の北条氏を中心

◆源頼朝と武士の
主従関係につい
ては，ご恩と奉
公という言葉だ
けではなく，守
護・地頭に任命
することや領地
の所有と関連さ
せて考えさせ
る。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，鎌倉幕

府の始まりとご恩

と奉公の関係につ

いて理解している

か」を評価する。 

武士団の中で力の強か
った平氏と源氏が戦っ
た結果，平清盛を中心
とした平氏が政治の実
権を握り，政治を思う
がままに動かすように
なったが，しだいに貴
族やほかの武士たちの
間で不満が高まってい
った。 
 

平氏打倒の兵を挙げた
源頼朝のもとに武士た
ちが集まり，源義経ら
に率いられた源氏の軍
が平氏を滅ぼした。源
頼朝は征夷大将軍にな
り，鎌倉幕府を開い
た。 
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とした幕府は法律や
裁判の制度を整えて
支配力を強めていっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（5） 元の大軍がせめてくる 

・調べる 鎌倉幕府は，どの

ようにして元軍と戦い，そ

の後は，どうなっていった

のでしょうか。 

p.52～53 

1 ①元の大軍との戦いの
様子を絵図や写真な
どをもとに調べ，こ
の戦いが鎌倉幕府に
どのような影響をお
よぼし，幕府の力が
どのように弱まって
い っ た の か を 考 え
る。 

・元は日本に服従を求
めてきたが，執権の
北条時宗はその要求
を退けた。 

・武士たちは，元軍の
集団戦法や火薬兵器
（てつはう）などに
苦しみながら，恩賞
を得るために一所懸
命に戦った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆元との戦いにお
ける武士たちの
活躍について
は，ご恩と奉公
の主従関係と関
連させて考えさ
せる。 

◆元との戦いにつ
いては，北条時
宗が各地の武士
を動員して元の
攻撃を退けたこ
となどによっ
て，幕府の力が
全国におよぶよ
うになったこと
に気づかせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，元との

戦い（武士たちの

活躍とご恩と奉公

との関係など）に

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを整理

し，自分の考えを４コマま

んがで表しましょう。 

p.54 

1 ①武士の発生から元寇
までの世の中につい
て，いくつかの視点
で整理する。 

・天皇や貴族のくらし
と武士のくらしのち
がいはどのようなこ
とか。 

・平氏の政治と源氏の
政治のちがいはどの
ようなことか。 

②関係する人物のせり
ふを考え，４コマま
んがを完成させる。 

・元寇の竹崎季長の各
場面のせりふを考え
て，お互いに発表し
合う。 

◆調べたことを整
理する際には，
基礎的・基本的
知識の習得に留
意する。 

◆人物のせりふを
考え合う際に
は，個性豊かな
発想を表現でき
るように指導す
るとともに，児
童が相互に考え
を尊重し合うこ
とができるよう
に配慮する。 

 

[思判表②] 

４コマまんがやノ

ートの記述内容か

ら，「源平の戦

い，鎌倉幕府の始

まり，元との戦い

を関連付けたり総

合したりして，こ

の頃の世の中の様

子を考え，適切に

表現しているか」

を評価する。 

 

[知技②] 

４コマまんがやノ

ートの記述内容か

源頼朝は，ご恩と奉公
の主従関係で武士を従
えた。承久の乱の後，
執権の北条氏を中心と
した鎌倉幕府の力は西
国にまで及ぶようにな
った。 

元軍の襲来に対して，
各地から集められた武
士は一所懸命に戦った
が，幕府から新しい領
地をあたえられなかっ
たので，幕府と武士の
主従関係がくずれてい
った。 
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・他の人物についても
場面を設定してせり
ふを考え，お互いに
発表し合う。 

 
 
 
 
 
 
 

ら，「調べたこと

を整理し，まんが

の登場人物のせり

ふを考え，武士に

よる政治が始まっ

たことを理解して

いるか」を評価す

る。 

 

 

 

  

平清盛，源頼朝，源義
経らの働きによって武
士による政治が始ま
り，源頼朝がご恩と奉
公という主従関係によ
って武士を統率した。 
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小単元名 5．今に伝わる室町文化 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.56～61 

配当時数 ３時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(オ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，人物の働きや代表的な文化遺産

などに着目して，文化財や地図，年表などの資料で調べ，この頃の文化

の特色を考え，表現することを通して，京都の室町に幕府が置かれた頃

の代表的な建造物や絵画を手掛かりに，今日の生活文化につながる室町

文化が生まれたことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度や，学習してきたことを基に我が国の

伝統や文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする態度を

養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・京都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画について，文

化財や地図，年表などの資料で調べ，今日の生活文化につながる室町

文化が生まれたことを理解している。 

思考・判断・表現 

・人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問いを見出し，京都

の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画や，この頃の文化

の特色を考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・主体的に学習問題を追究・解決し，学習してきたことを基に長い歴史

を経て築かれてきた我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との

関わりを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 足利義政が建てた銀閣 

・つかむ 銀閣の様子を見た
り，金閣と比べたりしなが
ら話し合い，学習問題をつ
くりましょう。 

p.56～57 

1 ①金閣と銀閣の写真を
比較し，資料をもと
に調べる。 

・金閣は，足利義満が
建てて，はなやか。 

・銀閣は，足利義政が
建てて，とても落ち
着いた印象で，金閣
と全く違う。 

②「書院造の部屋」や
年表をもとに，わか
ったことや疑問をも
とに話し合い，学習
問題をつくる。 

・障子やふすまがあっ
て，現在の和室に似
ている。 

・書院造は，現在の和
室とつながりがある
のかもしれない。 

・室町時代に，茶の湯
や生け花などが流行
している。 

 
 
 
 

◆地図や年表を用

いて，いつ，ど

こで建てられた

のかも確認をす

る。 

◆書院造と現在の

和室を比較させ

ることで，現在

とのつながりに

気づかせる。 

◆室町時代の他の

文化にも関心を

もたせ，学習問

題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表] 

発言やノートの記

述内容から，「京

都の室町に幕府が

おかれた頃の代表

的な建造物や絵画

などに着目して問

いを見出している

か」を評価する。 

 

(2) 新しい文化が生まれる  

・調べる 室町時代の文化に

は，どのような特色がある

のでしょうか。 

p.58～59 

1 ①雪舟の「天橋立図」
を見て，気づいたこ
とを話し合い，雪舟
や水墨画について調

◆墨で自然を表現
する技法や，描
かれている風景
などに着目させ

 

 

 

 

学習問題 室町時代の文化は，どのような
ものだったのでしょうか。 
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べる。 
・墨の濃淡がとても素

晴らしい。 
・中国から伝えられた

すみ絵を芸術として
大成させた。 

・日本の自然の美しさ
を求めて描き，作品
には国宝もある。 

②室 町 時 代に 生 まれ
た，茶の湯や生け花
について調べる。 

・お茶を飲む習慣が広
まり，茶室もつくら
れるようになった。 

・書院造の床の間を飾
る生け花も盛んにな
った。 

・今では，外国人も親
しんでいる。 

・庭園づくりも盛んに
なった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

る。 
◆茶の湯や生け花
が，書院造とつ
ながっているこ
とに着目させ
る。 

◆水墨画，茶の
湯，生け花が現
在も親しまれて
いることに気づ
かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，水墨画

や茶の湯などの室

町時代の文化の特

色について理解し

ているか」を評価

する。 

 

（3) 室町文化と現在のつながり 

・調べる 室町時代に生まれ

た文化には，ほかにどのよ

うなものがあるのでしょう

か。 

p.60 

1/2 ①室 町 時 代に 生 まれ
た，祭り，能や狂言
について調べる。 

・民衆の力が高まり，
祭りや盆おどりが各
地で行われるように
なった。 

・能は，観阿弥や世阿
弥が大成した。 

・狂言は，民衆の生活
などを題材に，多く
の人が楽しんだ。 

②室町時代に民衆に広
ま っ た 習 慣 を 調 べ
る。 

・１日３回食事をする
習慣が起こった。 

・しょうゆや砂糖も使わ
れるようになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆能や狂言が，民
衆と深いつなが
りがあることに
着目させる。 

◆現在の人々の生
活や習慣との共
通点に着目させ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，能や狂

言などの室町時代

の文化の特色につ

いて理解している

か」を評価する。 

 

室町時代には，雪舟が
水墨画を大成し，茶の
湯や書院造の床の間を
飾る生け花などの文化
が生まれ，それらは今
も多くの人に親しまれ
ている。 

民衆の間では祭りや盆
踊りが盛んに行われる
ようになり，日本の伝
統芸能である能や狂言
も生まれ，庶民に親し
まれるようになってい
った。生活面でも，現
在につながる習慣が生
まれた。 



40 

 

（3) まとめる  
・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを整理

し，「ことば」を使って室

町時代の文化のしょうかい

文を書きましょう。 

p.61 

1/2 ①これまでに調べたこ
とを発表し，「こと
ば」を使って，室町
時代の文化の紹介文
を書く。 

・現在でも，茶の湯や
生け花は日本人だけ
でなく外国人にも親
しまれている。 

・室 町 時 代の 書 院造
は，現在の和室に受
け継がれている。 

・雪舟のすみ絵の作品
は，現在も多くの人に
感動をあたえている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆今まで調べたこ
とを整理する中
で，それぞれの
文化と現在との
つながりに目を
向けながら，自
分の考えを書か
せる。 

 

[態度] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習したことをもと

に，室町時代に生

まれた文化や習慣

と今日の自分たち

の生活との関わり

を考えようとして

いるか」を評価す

る。 

 

  

京都の室町に幕府が置

かれたころ，今日の生

活文化につながる室町

文化が生まれ，武士や

貴族から民衆に広ま

り，今日も多くの人に

親しまれている。 
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小単元名 6．戦国の世から天下統一へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.64～75 

配当時数 ６時間 活動時期 10 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(カ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，地図や年表，その他の資料で調べ，戦

国の世の統一に果たした織田信長，豊臣秀吉の役割を考え，表現するこ

とを通して，キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一を手掛かりに，

戦国の世が統一されたことを理解できるようにするとともに，主体的に

学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，地図や

年表，その他の資料で調べ，キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統

一を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，戦国の世が統一されたことを理

解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや文化遺産などに着目して，問いを見出

し，キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一について考え表現して

いる。 

②キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一を関連付けたり総合したり

して，戦国の世の統一に果たした織田信長，豊臣秀吉の役割を考え，

適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一について，予想や学習計画

を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 戦国大名の登場 

・つかむ 長篠の戦いがあっ
たころの世の中の様子につ
いて話し合いましょう。 

p.64～65 

1 ①資料 １ 「長篠の戦
い」を見てわかった
ことや感じたことを
発表する。  

・織田信長や豊臣秀吉
などの有名な武将が
いる。 

・川をは さんで ，織
田・徳川の連合軍と
武 田 軍 が 戦 っ て い
る。 

・左の織田･徳川の連合
軍は馬を防ぐ柵をつ
くって鉄砲で戦い，
右の武田軍は騎馬隊
で戦っている。 

・織田信長が鉄砲に目
をつけて，長篠の戦
いで使ったのがすご
い。 

②このころの世の中が
どのような様子だっ
た の か を 資 料 ３
「1570年ごろの主な
戦国大名」を見て話
し合う。 

・日本各地に，戦国大
名と呼ばれる力をも
った武将がいた。 

◆長篠の戦いの様
子を丁寧に読み
取らせる。右上
にある徳川方の
長篠城を武田勝
頼が攻め，それ
を助けに来た織
田･徳川連合軍
との間で起きた
戦いであること
を補説する。  

 
◆信長や秀吉の位 
置を確認すると 
ともに，どのよ
うな戦い方の工
夫があったの
か，鉄砲を使う
ことで戦いにど
のような変化が
起きたのか，大
量の鉄砲をどの
ように手に入れ
たのかなどを問
いかけ，信長の
戦い方に関心を
もたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を読み取

り，戦国大名が各

地で戦いを続ける

戦国の世となり，

織田信長が力を発

揮するようになっ

たことについて理

解しているか」を

評価する。 
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・お互いの力を広げる
ための戦国大名の戦
いが，全国各地で100
年ほど続いた。 

・鉄砲を使った織田信
長はかなり強かった
のではないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 天下統一を進めた二人の武将  

・つかむ 年表や資料を見な
がら話し合って学習問題を
つくり，学習計画を立てま
しょう。 

p.66～67 

1 ①年表や資料１，２を
参考にして，この時
代の様子や疑問に思
っ た こ と を 話 し 合
う。 

・織田信長は，家来の
豊臣秀吉や徳川家康
と力を合わせて天下
統一をめざしたので
はないか。 

・天 下 統 一の た めに
は ， 戦 い だ け で な
く，もっと他のこと
も行ったのではない
か。 

・鉄砲が外国から入っ
てきたように，天下
統一のためには，外
国との関わりも関係
が あ る の で は な い
か。 

②出された疑問をもと
に 学 習 問 題 を つ く
る。 

 
 
 
 
③学習問題に対して予

想を立て，予想を確
かめるために調べる
ことを決めて学習計
画を立てる。 

・外国との関わりを調
べる。 

・戦 い の 様子 を 調べ
る。 

・政 治 の 様子 を 調べ
る。 

④調べ方やまとめ方に
ついても話し合う。 

・教科書，資料集 
・図書館等の本 
・インターネットでの

◆年表を見て，天
下統一に関係の
ありそうなこと
がらをマークさ
せ，似ている点
や違う点を比べ
ながらこの時代
の様子をとらえ
させ，感じた疑
問等を出させ
る。 

◆児童から出され
た疑問をもとに
二人の武将がど
のように戦国の
世をおさめたの
かを追究する学
習問題につなげ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆年表中の社会の
様子や，資料
「天正の少年使
節」に目を向け
させ，この時代
の外国との関わ
りに着目させて
学習計画を立て
る。 

◆児童の関心の高
い人物なのでま
とめ方も知らせ
て学習意欲を高
める。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「織

田信長，豊臣秀吉

の働きや外国との

関わりに着目し

て，二人の武将の

天下統一に向けた

活躍について問い

を見出している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

 

 

学習問題 織田信長，豊臣秀吉は，どのよ

うにして戦国の世をおさめていったのでし

ょうか。 

室町幕府が衰えると，

戦国大名が各地で戦い

を続ける戦国の世とな

り，特に鉄砲を使って

長篠の戦いに勝利した

織田信長が力を発揮す

るようになった。 
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情報収集 
・VTR 
・信長と秀吉について

調べ，わかったこと
をもとにテーマを決
めて話し合う。（ミ
ニパネルディスカッ
ション） 

（3) ヨーロッパ人の来航 
・調べる 戦国の世，日本と
外国にはどのようなかかわ
りがあったのでしょうか。 

p.68～69 

1 ①この時代の日本が，
外国とどのように関
わっていたのかを資
料１，３の地図を見
て調べる。 

・ポルトガルやスペイ
ンが世界のさまざま
なところに出かけて
いて日本にもやって
きた。 

・鉄砲のように，この
ころヨーロッパの進
んだ文化や品物が入
ってくるようになっ
た。 

・ザビエルが九州に来
て，そこから西日本
を通って京都までや
ってきた。 

②ヨーロッパの進んだ
文化や品物が入って
きて日本にはどのよ
うな影響があったの
かを資料５や資料６
のグラフを見て調べ
る。 

・鉄砲は戦い方を大き
く変えた。 

・外国の品物が入って
きたことで栄えてき
た町がある。 

・キリスト教を信じる
人が年々増えていっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆この時代の世界
の様子や，キリ
スト教がどのよ
うに伝わってき
たのかを，地図
を活用して「位
置や空間的な広
がり」の視点で
とらえさせる。 

◆この時代に伝わ
った南蛮文化を
「時期や時間の
経過」の視点で
とらえさせるた
めに，今でも日
本語として使わ
れている言葉が
あることを資料
で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，キリス

ト教の伝来など，

外国との関わりが

日本にさまざまな

影響をあたえたこ

とについて理解し

ているか」を評価

する。 

 

（4) 安土城と織田信長 
・調べる 織田信長は，天下

統一をするために，どのよ

うなことを行ったのでしょ

うか。 

p.70～71 

1 ①織田信長が，天下統
一に向けてどのよう
な こ と を 行 っ た の
か，戦いの様子を調
べる。 

・鉄砲を使うなど，戦
い方を工夫した。 

◆織田信長の業績
については，
p.66の年表や資
料２からわかる
ことだけでな
く，人物のエピ
ソードからも考

 

 

 

 

 

 

ザビエルによってキリ

スト教が伝えられた

り，南蛮貿易でヨーロ

ッパの進んだ文化や品

物が入ってきたりする

など，外国との関わり

が日本にさまざまな影

響をあたえた。 
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・堺などの商業都市を
おさえて豊富な資金
を手に入れ，それで
武器を買った。 

・鉄砲などの武器を使
って，少しずつ勢力
を広げ，室町幕府も
滅ぼした。 

②織田信長が，天下統
一に向けてどのよう
な こ と を 行 っ た の
か，政治の様子を調
べる。 

・自らの力を示すため
に安土城を築いた。 

・強い力をもっていた
仏 教 勢 力 を お さ え
た。 

・キリスト教を保護し
た。 

・誰でも商売ができる
ようにして（楽市・
楽座），商業や工業
を盛んにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

えさせるように
する。 

◆資料４「安土城
の城下町（想像
図）」や資料５
「安土城の位
置」から，「位
置や空間的な広
がり」の視点で
安土城の意義を
考えられるよう
にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，織田信

長が有力な大名を

倒して天下統一を

進めていったこと

について理解して

いるか」を評価す

る。 

 

（5） 大阪城と豊臣秀吉 

・調べる 豊臣秀吉は，天下

統一をするために，どのよ

うなことを行ったのでしょ

うか。 

p.72～73 

1 ①豊臣秀吉が，天下統
一に向けてどのよう
な こ と を 行 っ た の
か，戦いの様子を調
べる。 

・織田信長に仕えて有
力な武将になった。 

・織田信長にそむいた
明智光秀を倒した。 

・朝廷から関白に命じ
られ，全国の大名や
仏教勢力をおさえて
天下統一を成し遂げ
た。 

②豊臣秀吉が，天下統一
に向けてどのようなこ
とを行ったのか，政治
の様子を調べる。 

・大阪城を築いて政治
の拠点とした。 

・検地で確実に収入を
得 ら れ る よ う に し
た。 

・刀狩令で百姓が反抗

◆豊臣秀吉の業績
については，
p.66の年表や資
料１～６でわ
かることだけで
なく，人物のエ
ピソードからも
考えさせるよう
にする。 

 
 
 
 
 
◆資料２「検地の
様子」や資料５
「秀吉が出した
刀狩令」の言葉
から，それらの
政策が社会にど
のような影響を
あたえたのかを
考えるなど，天
下統一に向けた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，豊臣秀

吉が世の中を支配

する仕組みをつく

って天下を統一し

たことについて理

織田信長は，商業都市

をおさえて資金を蓄

え，鉄砲などの武器を

そろえて有力な大名を

倒して勢力を拡大し

た。そして，安土城を

築いたり商業を盛んに

したりして天下統一を

進めていった。 
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で き な い よ う に し
た。 

・武士の世の中の仕組
みが整えられた。 

・大陸の影響を受けた
文化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秀吉の政治の意
義を考えさせる
ようにする。 

◆天下統一後に行
ったこととし
て，朝鮮に大軍
を送り失敗した
ことをおさえる
ようにする。 

 

解しているか」を

評価する。 

 

 

 

（6） まとめる 

・まとめる 天下統一を進め

た二人の武将の働きについ

て，学習したことをもとに

話し合いましょう。 

p.74～75 

1 ①学習問題をふり返る。 
②二人の武将が行った

ことをグループで表
に整理し，「天下統
一に向けての働きが
より大きかったのは
信長か秀吉か」をテ
ーマに，自分の考え
をノートに書く。 

③役割を決めてミニパ
ネルディスカッショ
ンをする。 

・信長の働きが大きかっ
たと考える児童２名 

・秀吉の働きが大きかっ
たと考える児童２名 

・司会１名 
・４人のパネラーがテ

ーマについての自分
の考えを述べる。 

・パネラーどうしで質問
や意見を述べ合う。 

・パネラーの話を聞いて
いた人たちからパネラ
ーへ質問や意見を述
べ，それぞれの考えを
伝え合う。 

④ミニパネルディスカ
ッションで出された
意見を参考に，学習
問題についてのまと
めとして自分の考え
を書く。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆学習問題を確認
し，ノートをふ
り返りながら，
「事象や二人の
相互関係」に着
目しやすくなる
ように，グルー
プでワークシー
トに短時間で整
理させる。 

 
◆ミニパネルディ
スカッションを
行うことは第２
時に知らせてい
るので，調べる
活動を進める過
程で登場する５
名の児童を授業
前に選んでお
く。 

◆自分の考えはそ
の根拠と共に説
明させる。 

◆ここでは，ミニ
パネルディスカ
ッションを活性
化させるために
テーマを設けて
いる。小単元の
まとめとして
は，できるだけ
多くの視点から
二人の武将の働
きを考え，天下
統一に向けてそ
れぞれの果たし
た役割をまとめ
られるように教
師が必要に応じ
て支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表②] 

ミニパネルディス

カッションにおけ

る発言やノートの

記述内容から，

「二人の武将の天

下統一に向けて果

たした役割につい

て考え，表現して

いるか」を評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

[知技②] 

ノートの記述内容

から，「調べ，話

し合ったことをま

とめ，キリスト教

の伝来などの外国

との関わりや二人

の武将の天下統一

に向けた働きを理

解しているか」を

評価する。 

豊臣秀吉は，全国の有

力な大名を倒して大阪

城を築き，検地と刀狩

によって武士と百姓･町

人の身分を区別し，武

士が世の中を支配する

仕組みをつくって天下

を統一した。 

キリスト教の伝来など

の外国との関わりや，

織田信長，豊臣秀吉の

天下統一に向けた働き

によって，戦国の世が

統一されていった。 
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小単元名 7．江戸幕府と政治の安定 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.76～86 

配当時数 ６時間 活動時期 10 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(キ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，文化財や地図，年表などの資料で調

べ，江戸幕府の政策の意図や社会の様子を考え，表現することを通し

て，江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制を手

掛かりに，武士による政治が安定したことを理解できるようにするとと

もに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，文化財

や地図，年表などの資料で調べ，江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国

などの幕府の政策，身分制を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，武士による政治が安定したこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身

分制について考え表現している。 

②江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制を関連

付けたり総合したりして，江戸幕府の政策の意図や社会の様子を考

え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制につい

て，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題

を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 徳川家康と江戸幕府 

・つかむ 江戸幕府が力を強

め，政治を安定させたしく

みについて話し合い，学習

問題をつくりましょう。 

p.76～77 

1 ①徳川家康が，どのよ
うにして江戸幕府を
開いたのか調べる。 

・三河の小さな大名の
子に生まれ，苦労を
重ねたが，成長を重
ねるとともに勢力を
伸ばし，戦いにすぐ
れた強い武将として
知られた。 

・秀吉の死後，多くの
大名を味方につけて
勢力を強め，関ヶ原
の戦いで対立する大
名を破り，全国支配
を 確 か な も の に し
た。 

・朝廷から征夷大将軍
に任じられ，江戸に
幕府を開いた。 

・豊臣氏を滅ぼすとと
もに一国一城令を出
し，大名の居城以外
の 城 の 破 壊 を 命 じ
た。 

②江戸幕府が大名をど
のように配置し，ど
のような場所を直接
支配したのか調べ，

◆「関ヶ原の戦
い」の図から，
戦いの激しさを
読み取らせる。 

◆「主な大名の配
置」の図から，
親藩，譜代，外
様といった大名
が，江戸からみ
てどのように配
置されているの
か考えさせる。 

◆「主な大名の配
置」の図から，
江戸幕府が直接
支配した場所が
どのようなとこ
ろか考えさせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「徳

川家康の生涯や江

戸幕府による大名

配置に着目して，

問いを見出してい

るか」を評価す

る。 

 

[態度①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「学習問題の

解決に向けた予想
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話し合う。 
・外様大名がすぐに江

戸を攻められないよ
う工夫して配置して
いる。 

・主な鉱山や主要な都
市は幕府が直接支配
している。 

 
 
 
 
 
③学習計画を立てる。 

や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 

(2) 将軍による支配の安定  

・調べる 徳川家康が開いた

江戸幕府は，徳川家光にど

のように受けつがれたので

しょうか。 

p.78～79 

1 ①徳川家光が，どのよう
にして江戸幕府を受け
継ぎ，権力を確立した
か調べ，話し合う。 

・日光東照宮は家光の権
力を大名たちに見せつ
けるうえで大きな役割
を果たした。 

・家光は江戸城と江戸の
町を大幅に改修し，天
下にふさわしい城下町
を作った。 

・家康から家光のころの
間，武家諸法度に反し
たなどの理由で，全国
の多くの大名が取りつ
ぶされ，将軍の力はま
すます強くなった。 

・江戸幕府の仕組みは家
光のころに確立し，安
定した世の中をむかえ
た。 

 
 
 
 
 
 

◆日光東照宮と江
戸城の資料か
ら，将軍の権威
の高さや江戸幕
府の力の大きさ
を考えさせる。 

◆武家諸法度か
ら，将軍が大名
を統制するため
にさまざまな取
り決めを行った
ことを読み取ら
せる。 

◆「取りつぶされ
た大名」のグラ
フから，３代将
軍家光のころま
でに多くの大名
がとりつぶされ
たことを読み取
らせる。 

◆「江戸幕府のし
くみ」の図か
ら，大名，朝廷
などの勢力を取
り締まる仕組み
になっているこ
とをとらえさせ
る。 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，徳川家光の政

治と江戸幕府によ

る大名統制の仕組

みについて理解し

ているか」を評価

する。 

（3)  大名の取りしまりと参勤交代 

・調べる 幕府は，どのよう

にして多くの大名を従えて

いったのでしょうか。 

p.80～81 

1 ①江戸幕府が全国の大
名を従えるために，
どのような仕組みを
整えたかを調べ，話
し合う。 

・家光が将軍のころ，
参勤交代の制度が整
えられた。大名は自
分の城と領地を持っ
ていたが，１年おき
に江戸の屋敷に住ま
わされ，将軍に服従
の態度を示した。妻
子は江戸での生活を
強制された。 

◆加賀藩の参勤交
代図から，大名
が大勢の家来を
引き連れて領地
と江戸を行き来
したことをとら
えさせる。 

◆全国の大名屋敷
が江戸にあった
ことを理解させ
る。その際，
p.79の江戸城の
図から，江戸城
のまわりに大名
屋敷が集まって

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，参勤交代の目

的と大名にあたえ

た影響について理

解しているか」を

評価する。 

学習問題 江戸幕府は，どのようにして力
を強め，政治を安定させようとしたのでし
ょうか。 

江戸幕府は武家諸法度
によって大名を統制
し，日光東照宮や江戸
城を整備して権力を確
立した。 
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・将軍は参勤交代の制
度を利用して，全国
の大名を従えること
ができた。 

・大名にとって，江戸
での生活は多くの費
用がかかった。 

・大名は将軍に命じら
れ，さまざまな土木
工事の費用や労力を
負担した。 

・参勤交代のために，
幕府が五街道などを
整備した結果，旅人
や飛脚の行き来が増
え，江戸の文化が各
地に広がるきっかけ
となった。 

 
 
 
 
 
 
 

いたことに注目
させる。 

◆「江戸時代の大
名やしき」の写
真から，江戸で
の生活費が大名
にとって負担と
なったことを考
えさせる。 

◆参勤交代の制度
により，街道や
宿場町が整備さ
れたり，江戸の
文化が各地に伝
わったりしたこ
とにもふれる。 

◆薩摩藩と木曽三
川の治水に関す
る文章から，大
名がさまざまな
土木工事の費用
や労力を負担し
たことを理解さ
せる。 

（4) 人々のくらしと身分 

・調べる 江戸時代，人々は

身分に応じて，どのように

くらしていたのでしょう

か。 

p.82～83 

1 ①江戸時代の人々が身
分に応じてどのよう
にくらしていたのか
を調べ，話し合う。 

・江戸時代の社会は，
さ ま ざ ま な 身 分 の
人々によって構成さ
れていた。 

・武士や町人は城下町
に集められ，身分に
よって住む場所が決
められた。 

・江 戸 時 代の 人 口の
80％以上は，百姓で
しめられていた。 

・百姓は農村や山村，
漁村に住み，収穫の
半分にもなる重い年
貢を納めたり，いろ
いろな力仕事をさせ
られたりした。 

・百 姓 は 名主 を 中心
に，自分たちで村を
運営した。 

・ほ か に も皇 族 ，公
家，宗教者，芸能者
など，さまざまな身
分 が み ら れ た 。 ま
た，厳しく差別され
た 身 分 の 人 々 も い
た。 

 
 
 

◆「さまざまな身
分」の資料か
ら，人々が身分
に応じてさまざ
まな生活を営ん
でいたことを気
づかせる。 

◆「城下町のなご
り」の図から，
城下町では身分
に応じて住む場
所が決められて
いたことに気づ
かせる。 

◆「百姓が負担す
るいろいろな税
や役」の図か
ら，百姓が幕府
や藩にさまざま
な負担を負わせ
ていたことを理
解させる。 

◆「こきばしから
千歯こきへ」の
資料から，百姓
が江戸時代を通
じて農具を改良
し，農業生産力
を高めていった
ことを理解させ
る。 

 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，江戸時代の身

分制度と人々のく

らしについて理解

しているか」を評

価する。 

江戸幕府は，参勤交代
の制度を定めて全国の
大名を交代で江戸の屋
敷に住まわせ，服属さ
せることで権力を安定
させた。 
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（5） キリスト教の禁止と鎖国 

・調べる 幕府は，どのよう

にしてキリスト教を禁止し

たのでしょうか。 

p.84～85 

1 ①江戸幕府が，どのよ
うにキリスト教を禁
止していったのか調
べて話し合う。 

・幕府は初めのころ，
外国との貿易をさか
んにしようとしてい
たが，キリスト教信
者が増え，幕府の命
令に従わなくなるこ
とを心配して，キリ
スト教を禁止するよ
うになった。 

・幕府は島原・天草一
揆を，大軍を送って
おさえた後，絵踏み
を取り入れ，キリス
ト教をいっそう厳し
く取り締まるように
なった。 

・幕府はキリスト教を
徹底して排除すると
ともに，海外貿易の
利益を独占した。 

 
 
 
 
 
 

◆鎖国までの歩み
について調べ，
わかったことを
「鎖国までの歩
み」の年表に書
き込ませる。 

◆鎖国の間も，さ
まざまな形で外
国との交流が行
われていたこと
に気づかせる。 

◆鎖国のもとでの
交流が，長崎，
琉球，蝦夷地，
対馬で行われて
いたことを理解
させる。 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，キリスト教禁

止の意味，鎖国の

もとでの我が国と

外国との関係につ

いて理解している

か」を評価する。 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを整理

し，最後に，当時の人々に

なったつもりでせりふをう

めましょう。 

p.86 

1 ①江戸幕府が政治を安
定 さ せ る た め に ，
人々に対して行った
ことを整理する。 

[大名に対しての例] 
日光東照宮や江戸城
の建設を通じて幕府
の力を見せつけなが
ら，武家諸法度と参
勤交代によって将軍
に従わせた。 

[百姓や町人などに対し
ての例] 

身分に応じて異なる
場 所 に 住 ま わ せ た
り，年貢や役などの
さまざまな負担を負
わせたりした。 

[キリスト教の信者や外
国の貿易船に対しての
例] 

キリスト教を厳しく

◆今まで調べたこ
とを整理すると
ともに，それぞ
れの政策によ
り，幕府の力が
より強くなった
ことをおさえさ
せ，表現させ
る。 

◆江戸幕府の政治
について人々が
どのように思っ
たかを考えるこ
とを通じて，立
場によって江戸
幕府の政治に対
する思いが違っ
ていたことに気
づかせる。 

 

[知技②] 

ノートの記述内容

から，「調べたこ

とをまとめ，武士

による政治が安定

したことを理解し

ているか」を評価

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸幕府は，全国の
人々を武士や百姓，町
人などの身分として位
置付け，くらしにみあ
った負担をさせた。 

江戸幕府はキリスト教
を厳しく取り締まり，
貿易船の出入りを制限
することによって，貿
易を独占した。 
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禁止するとともに，
貿易相手の国と貿易
の場所を限り，幕府
が貿易を独占した。 

②江戸幕府の政治につ
いて，人々がどう思
ったかを考える。 

[外様大名の例] 
１年おきに江戸に住
んで将軍に従うのは
大変だ。領地で妻や
子どもと一緒にくら
したい。 

[百姓の例] 
年貢や役の負担が大
変だ。農具や肥料を
改良して，農業の技
術を高めよう。 

[オランダの商人の例]
自分たちはキリスト
教を広めないから貿
易をひとりじめでき
る。でも，長崎の出
島での貿易はとても
きゅうくつだなあ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

[思判表②] 

ノートや発言の内

容から，「江戸幕

府の政治とさまざ

まな立場の人々の

思いを関連付け，

江戸幕府が世の中

を安定させた方法

を考え，表現して

いるか」を評価す

る。 

 

  

徳川家康が開いた江戸
幕府は，武家諸法度に
より大名を統制し，参
勤交代の制度や外交の
ありかたをさだめて将
軍権力を確立し，身分
制に基づいて，武士に
よる安定した政治を行
うようになった。 
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小単元名 8．町人の文化と新しい学問 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.90～98 

配当時数 ５時間 活動時期 11 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ク)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，文化財や年表，その他の資料で調べ，

この頃に栄えた町人の文化や新しい学問を生み出した人物の業績を考

え，表現することを通して，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学を手掛かり

に，町人の文化が栄え新しい学問がおこったことを理解できるようにす

るとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習

してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や文化と

今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，文化財

や年表，その他の資料で調べ，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学を理解し

ている。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，町人の文化が栄え新しい学問が

おこったことを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，この頃に栄えた町人の文化や新しい学問を生み出した人物

の業績を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学について，予想や学習計画を立てたり，

学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 江戸や大阪のまちと人々のくらし 

・つかむ 江戸や大阪のまち
の様子やほかの資料をもと
にして，当時の社会につい
て話し合い，学習問題をつ
くりましょう。 

p.90～91 

1 ①江戸や大阪のまちの
様子について資料を
もとに調べ，話し合
う。 

・江 戸 の 両国 橋 付近
は，橋の上，広場，
川のどこも花火見物
の 人 で あ ふ れ か え
り，とてもにぎやか
だ。 

・大阪のまちは，経済
の 中 心 地 と し て 栄
え，多くの物が江戸
に運ばれた。 

・社会が安定するにつ
れて，武士以外にも
学問や文化に親しむ
人々が現れるように
なった。 

・両国橋や芝居小屋に
たくさんの人が集ま
っている。 

・浮世絵について，描
き方や誰が買ったか
が気になる。 

・蘭学や国学といった
学問で活躍した杉田
玄白や本居宣長はど
んなことをしたのだ
ろう。 

◆江戸の両国橋付
近の様子や大阪
を出る船の様子
を描いた資料か
ら，平和が続い
て商業がさかん
になり，江戸や
大阪が栄えたこ
とをとらえさせ
る。 

◆「芝居小屋の様
子」の資料か
ら，多くの人々
が芝居に興味を
もっていたこと
に気づかせる。 

◆歌舞伎役者や葛
飾北斎の浮世絵
を見せて，当時
の浮世絵が多色
刷りで美しく，
高度な技術に基
づいて描かれた
ことに気づかせ
る。 

◆このころ栄えた
文化はそれまで
の文化とはどう
違うのか，蘭学
や国学はどんな

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「江

戸や大阪のまちの

様子や江戸時代の

文化と学問に着目

して，問いを見出

しているか」を評

価する。 

 

 

[態度①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「学習問題の

解決に向けた予想

や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 
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②学習計画を立てる。 

学問なのかなど
の疑問を投げか
ける。 

(2) 人々が歌舞伎や浮世絵を楽しむ  

・調べる 歌舞伎や浮世絵

は，人々の間で，どのよう

に親しまれていったのでし

ょうか。 

p.92～93 

1 ①近松門左衛門につい
て 調 べ ， 歌 舞 伎 が
人々にどのように親
しまれていったのか
話し合う。 

・芝居見物は人々の大
きな楽しみだった。 

・近松の作品は町人の
いきいきとした姿や
義理人情を描いた。 

・近松の作品は，現在
でもさまざまな舞台
で上演されている。 

②歌川広重について調
べ，浮世絵が人々に
どのように親しまれ
たのか話し合う。 

・浮世絵は版画として
大量に刷られ，多く
の 人 々 が 買 い 求 め
た。 

・「東海道五十三次」
は，江戸からふるさ
とへのみやげとして
も買い求められた。 

・19世紀後半には，浮
世絵は海外でも鑑賞
さ れ る よ う に な っ
た。 

 
 
 
 
 
 

◆「歌舞伎を楽し
む人々」の資料
から，芝居小屋
に多くの観客が
詰めかけ，楽し
んでいる様子を
読み取らせる。 

◆「人形浄瑠璃」
の写真から，芝
居が現在でも上
演されているこ
とを理解させ
る。 

◆「歌舞伎の広が
り」の解説か
ら，歌舞伎が地
方にさまざまな
形で広まり，今
でも上演されて
いる地方がある
ことに気づかせ
る。 

◆「浮世絵ができ
るまで」の資料
から，浮世絵の
制作に多くの人
の手が加わって
いることを気づ
かせる。 

◆「マネもゴッホ
も」の解説か
ら，浮世絵が日
本だけでなく，
海外でも親しま
れている文化で
あることに気づ
かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，歌舞伎や浮世

絵が流行し，多く

の人々に親しまれ

たことについて理

解しているか」を

評価する。 

 
 

（3) 新しい学問・蘭学 

・調べる 蘭学は，どのよう

な学問で，社会にどのよう

なえいきょうをあたえたの

でしょうか。 

p.94～95 

1 ①二つの解剖図を比べ
たり，医学書を翻訳
する際の苦労につい
て調べたりする。 

・「解体新書」の図の
方が正確である。 

・満足な辞典がないた
め，翻訳には大変苦
労した。 

②江戸時代初期につく
られた日本地図と伊
能忠敬の日本地図を
比べたり，忠敬の測

◆杉田玄白らは人
体の解剖に立ち
会った際，オラ
ンダ語の解剖書
の正確さに驚
き，なんとして
もこれを翻訳し
ようと決意した
ことに気づかせ
る。 

◆伊能忠敬の日本
地図と現在の日
本地図を比較さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

学習問題 江戸時代の後半には，どのよう
な新しい文化や学問が生まれ，社会にどの
ように広がったのでしょうか。 

 

人々は歌舞伎や人形浄
瑠璃，浮世絵に親し
み，近松門左衛門や歌
川広重のようなすぐれ
た作者が登場した。 
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量 法 を 調 べ た り す
る。 

・忠敬の地図は，現代

の日本地図とほとん

ど変わらず正確であ

る。 

・忠敬は新しい天文学

や測量術を学び，全

国を測量した。 

③蘭学が人々の考え方
にあたえた影響につ
いて調べ話し合う。 

・医学のほかにもヨー
ロッパの地理学や天
文学などを役立てよ
うとする人々が現れ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

せ，どうしてこ
のような精密な
地図をつくるこ
とができたのか
を考えさせる。 

◆「測量で使用し
た道具」の資料
と「測量の様
子」の資料か
ら，当時の測量
がどのように行
われたかを考え
させる。 

◆蘭学を学んだ
人々が，どうし
て世界に目を向
けて，政治や社
会がこのままで
はいけないと考
えるようになっ
たのかを考えさ
せる。 

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，杉田玄白や伊

能忠敬といった優

れた学者の活動に

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（4) 国学の発展と新しい時代への動き 
・調べる 国学は，どのよう

な学問なのでしょうか。ま

た，新しい時代への動き

は，どのようなものだった

のでしょうか。 

p.96～97 

1 ①国学と本居宣長につ
いて調べ話し合う。 

・国学とは，仏教や儒
教などが中国から伝
わる前の日本人がも
っていた考え方を研
究する学問である。 

・本 居 宣 長は 「 古事
記」を研究し，「古
事記伝」を完成させ
た。 

・国学は江戸時代の後
半，地方に広まり，
社会に大きな影響を
あたえた。 

②江戸時代後半の新し
い動きについて調べ
る。 

・ききんや物価の上昇
によって，百姓一揆
や打ちこわしが全国
各地で起きた。 

・新しい学問を学ぶ人
や武士の中からも，
幕府や藩を批判する
人が現れた。 

 
 
 
 
 
 
 

◆「宣長が藩主に
出した意見書」
から，宣長が 
同時代の社会や
政治のあり方に
も関心を持って
いたことを理解
させる。 

◆国学は幕末まで
に地方の人々の
間に広まってい
ったことを理解
させる。 

◆「江戸時代の寺
子屋と日本人の
識字率」から，
江戸時代の日本
には多くの寺子
屋ができ，人々
の識字率が高か
ったことを理解
させる。 

◆百姓一揆や打ち
こわしが起こっ
た原因が，きき
んや物価の上昇
によるものであ
ったことを理解
させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，江戸時代後

半，国学が広まっ

たことの意味と，

社会が不安定にな

っていったことに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

江戸時代の後半になる
と，杉田玄白や伊能忠
敬といった優れた学者
が活躍し，医学や測量
学などの蘭学が生ま
れ，多くの人々の間に
広がった。 
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（5） まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを整理

し，キャッチフレーズをつ

くって発表しましょう。 

p.98 

1 ①近松門左衛門，杉田
玄白，本居宣長がど
のようなことをした
かをまとめ，説明す
る。 

[近松門左衛門の例] 
歴史上の物語や実際
に起きた事件を題材
にして，歌舞伎や人
形浄瑠璃の脚本を約
150編書いた。 

[杉田玄白の例] 
人体の解剖を見学し
て，オランダ語の解
剖図が正確に描かれ
ていることに驚き，
苦 労 し て 翻 訳 し ，
「解体新書」と名づ
けて出版した。 

[本居宣長の例] 
古い時代の日本人が
持っていた考え方を
明らかにするために
「古事記」の研究に
うちこみ，「古事記
伝」を完成させた。 

②歌舞伎，浮世絵，蘭
学，国学について，
特色を表すキャッチ
フレーズをつくり，
みんなで発表する。 

[国学のキャッチフレー
ズの例]昔の日本人の心
を探る 
[浮世絵のキャッチフレ
ーズの例]安く楽しめる
名所の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆今まで調べたこ
とを整理すると
ともに，この時
代のすぐれた芸
術家や学者の活
躍が多くの人々
に影響をあたえ
たことをおさえ
させ，表現させ
る。 

◆新しい文化や学
問の広がりによ
って，人々のく
らしや考え方が
大きく変化した
ことをおさえさ
せ，表現させ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技②] 

ノートの記述内容

から，「調べたこ

とをまとめ，新し

い文化や学問の広

がりが，人々のく

らしや考え方を変

化させたことを理

解しているか」を

評価する。 

 
 

江戸時代の後半，本居
宣長のような優れた学
者が現れ，日本古来の
思想を学ぼうとする国
学が生まれ，多くの
人々の間に広がった。
このころききんなどで
社会が不安定となり，
百姓一揆や打ちこわし
が各地で発生した。 

江戸時代中ごろから，
江戸や大阪などの都市
を中心として，歌舞伎
や浮世絵などに代表さ
れる町人文化が展開
し，多くの人々の心を
とらえるとともに，蘭
学や国学などの新しい
学問が生まれ，多くの
人々の間に広がった。 
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小単元名 9．明治の国づくりを進めた人々 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.102～115 

配当時数 ７時間 活動時期 11 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ケ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，文化財や地図，年表などの資料で調

べ，この頃の政治の仕組みや世の中の様子の変化を考え，表現すること

を通して，黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化など

を手掛かりに，我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代

化を進めたことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を

追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，文化財

や地図，年表などの資料で調べ，黒船の来航，廃藩置県や四民平等な

どの改革，文明開化などを理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，我が国が明治維新を機に欧米の

文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化な

どについて考え表現している。 

②黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化などを関連付

けたり総合したりして，この頃の政治の仕組みや世の中の様子の変化

を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化などについ

て，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったりして，主体的に

学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 江戸から明治へ 

・つかむ 江戸から明治への

変化について話し合い，学

習問題をつくりましょう。 

p.102～103 

1 ①江戸時代末ころと明
治時代初めの日本橋
近くの様子や寺子屋
と学校とを比べ，変
わったことを明らか
にする。 

・服 装 ・ 髪型 ・ 乗り
物・建物・ガス灯の
有無 

・校舎の様子・先生の
服装・学び方など 

②江戸時代末から明治
時代初めの20～30年
くらいの間に社会全
体に大きな変化が起
きたことを明治維新
と い う こ と を と ら
え，学習問題をつく
る。 

 
 
 

◆江戸時代末と明
治時代初頭の事
象とを，観点を
明確にしながら
その違いや変化
を明らかにする
ように促す。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「社

会の様子の変化に

着目して，問いを

見出しているか」

を評価する。 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

(2) 若い武士たちが幕府をたおす  

・調べる 明治維新を進めた
人々は，どのような思いを
もっていたのでしょうか。 

p.104～105 

1 ①「ペリーの上陸」の
絵やペリーの肖像画
などから，江戸時代
末に起こったことを

◆ペリー来航によ
ってそれまでの
日本の社会がど
のように変わっ

［知技①］ 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

学習問題 明治維新では，だれが，どのように，世の中
のしくみを整えていったのでしょうか。 
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明らかにする。 
・1853年に４せきの軍

艦を率いてやってき
た。 

・1854年に日米和親条
約を結んで開国し，
鎖国の状態が終わっ
た。 

・その後，1858年には
日米修好通商条約を
結んで，外国との貿
易が始まった。 

・物価が急に上がって
人々の不満が高まっ
た。 

・長州藩や薩摩藩は外
国と戦ったが力の差
が大きいことがわか
った。 

②開国後に武士たちが
どのような思いをも
って活動し，世の中
がどのように変わっ
たのかを明らかにす
る。 

・木戸孝允，大久保利
通，西郷隆盛らは，
新しい政府をつくる
運動を始めた。 

・ 15代将 軍徳川慶喜
は，1867年に政権を
朝廷に返した。 

・1868年，明治天皇の
名で五箇条の御誓文
を定め，新しい時代
が始まった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

たのかを丁寧に
読み取り，日本
と外国との国力
の差に気づかせ
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆木戸孝允や大久
保利通らの略歴
をもとに，強い
国づくりを目指
した人物がどの
ような業績をあ
げるのかを予想
させて次時以降
につなげてい
く。 

読み取り，我が国

が開国したこと

や，新しい政府が

誕生したことにつ

いて理解している

か」を評価する。 

（3) 大久保利通と明治新政府の改革 

・調べる 欧米に学んだ大久

保利通は，どのような国づ

くりをめざして取り組んで

いったのでしょうか。 

p.106～107 

1 ①新しい政府がどのよ
うに政治を進めよう
と し た の か を 調 べ
る。 

・政府の方針が日本中
に広まるようにする
ために，廃藩置県を
行った。 

・政治の中心となった
大久保利通や木戸孝
允らはヨーロッパの
国々に追いつくため
に ， 工 業 を 盛 ん に
し，強い軍隊をもつ

◆各資料を丁寧に
読み取り，各政
策の特色を具体
的にとらえるよ
うにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，明治政

府が行った廃藩置

県や四民平等など

の諸改革によって

できた近代国家と

しての政治や社会

の新たな仕組みを

理解しているか」

を評価する。 

黒船の来航によって開
国をした我が国では，
外国の力の大きさを実
感した武士たちが江戸
幕府を倒して強い国づ
くりを進めようという
思いをもって新しい政
府をつくろうとした。 
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という富国強兵に力
を入れた。 

②外国で学んだ大久保利
通らが進めた取り組み
を調べ，国づくりの特
色を話し合う。 

・近代的な工業を始め
るために，外国から
機械を買い，技師を
招いて国が運営する
官営工場を開いた。
（富国強兵） 

・武士にかわり，訓練
された近代的な軍隊
をもつために徴兵令
を出した。 

・国の収入を安定させ
るために，土地に対
する税の仕組みを改
めた。（地租改正） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆富国強兵の意味
を，地租改正，
殖産興業，徴兵
令との関係から
とらえさせるよ
うにする。 

 

（4) 新しい世の中の文化や生活 
・調べる 明治時代になっ

て，人々の生活は，どのよ

うに変わっていったのでし

ょうか。 

p.108～109 

1 ①文明開化の意味を明
らかにし，人々の生
活の変化を調べる。 

・文明開化により，西
洋から多くのことが
紹介されたり取り入
れられたりした。 

・新しい時代の学問を
学び，それにふさわ
しい生き方や考え方
に興味をもつ人が多
くなった。 

・1871年には身分制度
が変わり，国民は平
等であるとされた。 

・1872年に学制が公布
され，６才以上の男
女が学校に通うよう
になってきた。 

・鉄道が開通したり，
郵 便 制 度 が で き た
り，電信が始まった
りした。 

 
 
 
 
 
 
 

◆資料１から福沢
諭吉の考えを読
み取り，江戸時
代の身分制度と
比較しながらそ
のよさを明らか
にする。 

◆身分制度の他，
多くの変化があ
ったことを具体
的にとらえさ
せ，新しい世の
中の特色を明ら
かにする。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，我が国

が明治維新を機に

欧米の文化を取り

入れたことを理解

しているか」を評

価する。 

新しい政府の中心とな

った大久保利通らは，

欧米に負けない国づく

りをめざし，近代的な

工業を盛んにし，また

経済力と軍事力の強化

に力を入れた。 

西洋の新しい考え方や

身分制度が取り入れら

れ，また人々の生活が

便利になる仕組みがで

きた。 
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（5） 板垣退助と自由民権運動 

・調べる 政府の改革に不満

をもつ人々は，どのような

行動をとったのでしょう

か。 

p.110～111 

1 ①政府の改革に不満を
もつ士族の行動を調
べ，世の中の変化を
明らかにする。 

・多くの士族は，武士
として得ていた収入
を失って生活に困る
ようになった。 

・西郷隆盛を中心とす
る西南戦争などの士
族による反乱が各地
で起こったが，すべ
て政府によってしず
められた。 

・その後，言論で主張
する世の中に変わっ
た。 

②自由民権運動の特色
を調べ，その成果を
話し合う。 

・板垣退助らは国会開
設を主張し，人々の
間にも政治参加を求
める声が出てきた。 

・国会を開き，憲法を
つくることを求める
動きは自由民権運動
として各地に広がっ
た。 

・政府はさまざまな条
例を定めて厳しく取
りしまったが，つい
に1890年に国会を開
くことを約束した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆例えば，身分制
度による士族の
立場を明らかに
しながらその不
満について考え
させ，反乱の意
味とその結果を
明らかにさせ
る。 

◆掲載されている
資料を丁寧に読
み取りながら，
国会開設への国
民の期待をとら
えさせるように
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，自由民

権運動が広がった

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

（6） 伊藤博文と国会開設，大日本帝国憲法 

・調べる 伊藤博文は，どの

ような思いをもって大日本

帝国憲法をつくったのでし

ょうか。 

p.112～113 

1 ①国会開設に先立って
板垣退助や大隈重信
らが行ったことを調
べる。 

・自由党や立憲改進党
といった政党がつく
られた。 

・日本各地でさまざま
な立場の人々が憲法
の案をつくった。 

・伊藤博文はドイツで
憲法を学び，内閣制
度 を つ く っ た 。 ま
た，初代内閣総理大
臣に命じられ，憲法

◆例えば，第１回
の国会までにど
のようなことが
あったのかを問
い，そのための
準備等を明らか
にさせる。 

◆大日本帝国憲法
の特色を，日本
国憲法との比較
を通して明らか
にする。また，
国会の仕組みや
選挙権について
も同様に行う。 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，国

会の開設に備えて

板垣退助や大隈重

信が政党をつくっ

たことや伊藤博文

が憲法制定に重要

な役割を果たした

ことを理解してい

るか」を評価す

特権を奪われた武士た
ちは武力による反乱を
起こしたがやがて言論
で主張するようにな
り，板垣退助らが自由
民権運動を広めて政府
は国会開設を約束し
た。 
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をつくる仕事に力を
注いだ。 

②大日本帝国憲法や国
会の特色を明らかに
し，国の政治のあり
方 に つ い て 話 し 合
う。 

・1889年，天皇が国民
にあたえるという形
で大日本帝国憲法が
発布された。 

・大日本帝国憲法は，
天皇が主権をもち，
軍隊を率いたり条約
を結んだりするのも
天皇であった。 

・国会は，貴族院と衆
議院からなり，衆議
院議員のみ国民の選
挙で選ばれた。 

・選挙権は一定の税金
を納めた25才以上の
男子のみにあたえら
れた。 

・1890年に第１回の国
会が開かれた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る。 

 

（7） まとめる 

・まとめる 調べたことを年

表でふり返り，学習問題に

ついて話し合いましょう。

最後に，自分の考えをノー

トにまとめましょう。 

p.114～115 

1 ①これまで調べたこと
を想起し，多くの人
物が明治維新でさま
ざまなことを行った
ことを年表にまとめ
る。 

・木戸孝允，大久保利
通，板垣退助，西郷
隆盛，伊藤博文らの
業績を中心にまとめ
る。 

②年表などを活用し，
明治維新で国や社会
の仕組みがどのよう
に変わったのかを話
し合って，自分の考
えをノートにまとめ
る。 

 
 
 
 
 

◆学習問題を確認
して特に「だれ
が」「どのよう
に」を明らかに
させるようにす
る。 

◆自分の考えをま
とめる際には，
「ことば」を大
切にするととも
に，例えば第２
時に明らかにな
った「強い国づ
くり」が実現で
きたかどうかに
ついて判断させ
る。 

[思判表②] 

年表やノートの記

述内容から，「黒

船の来航，廃藩置

県や四民平等など

の改革，文明開化

などを関連付けた

り総合したりし

て，この頃の政治

の仕組みや世の中

の様子の変化を考

え，適切に表現し

ているか」を評価

する。 

[知技②] 

ノートや年表の記

述内容から，「調

べたことをノート

にまとめ，我が国

が明治維新を機に

欧米の文化を取り

我が国は，明治維新を

きっかけとして欧米文

化を取り入れて近代化

を進めた。 

国会開設に備えて板垣
退助や大隈重信らは政
党をつくり，また伊藤
博文らが中心となって
大日本帝国憲法をつく
って明治政府の基本的
な国の治め方が定まっ
た。 
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入れつつ近代化を

進めたことを理解

しているか」を評

価する。 
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小単元名 10．世界に歩み出した日本 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.116～126 

配当時数 ６時間 活動時期 12 月 
学習指導要

領の内容 
(2)ア-(コ)(シ)，イ-（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代

表的な文化遺産などに着目して，地図や年表などの資料で調べ，明治政

府の意図や世の中の様子の変化を考え，表現することを通して，日清・

日露の戦争，条約改正，科学の発展などを手掛かりに，我が国の国力が

充実し国際的地位が向上したことを理解できるようにするとともに，主

体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，地図や

年表などの資料で調べ，日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展な

どを理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，我が国の国力が充実し国際的地

位が向上したことを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見出し，日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などについて考

え表現している。 

②日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などを関連付けたり総合し

たりして，明治政府の意図や世の中の様子の変化を考え，適切に表現

している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などについて，予想や学習

計画を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決

しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)条約改正をめざして 

・つかむ 日本は江戸時代の

終わりに結んだ条約によっ

て，どのようなえいきょう

を受けていたのか話し合

い，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.116～117 

1 ①ノルマントン号事件
の風刺画を見て話し
合い，不平等条約の
存在に気づく。 

②資料を見て不平等条
約の内容について話
し合う。 

・外国人が日本で罪を
おかしても日本の法
律でさばくことがで
き な い （ 領 事 裁 判
権）。 

・修好通商条約は，日
本に関税自主権が認
められていない（輸
入品にかける税金を
自 由 に 決 め ら れ な
い）不平等条約だっ
た。 

③読み取った資料から
わかったこと，疑問
に思ったことを話し
合い，学習問題をつ
くる。 

 
 
 
 

◆関税自主権がな
い場合，例え
ば，輸入される
外国産の安い綿
織物に高い関税
をかけられない
ので大量に輸入
される。そうす
ると国内産の綿
織物は売れなく
なる。というよ
うに，具体的な
物流の例を示し
て，条約の不平
等さに気づかせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「江

戸時代の終わりか

ら明治時代にかけ

ての日本をとりま

く世界の様子に着

目して，問いを見

出しているか」を

評価する。 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計
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画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

(2)発展していく日本                           ★他教科との関連：算数  

・調べる この時代，日本は
どのように国づくりを進
め，世界に歩み出していっ
たのでしょうか。 

p.118～119 

1 ①紡績工場と製糸工場
の写真，前の見開き
の年表を見て気づい
たことを話し合う。 

・たくさんの女工と呼
ばれた人々が朝から
晩まで働いていた。 

・日本は，10年間で2回
も戦争をしている。 

②「日本の西洋クラブ
への仲間入りをえが
いたまんが」を見て
気づいたことを話し
合う。 

・欧米諸国は，日本の
仲間入りをあまり歓
迎しなかった。 

③条約改正に向けた陸
奥宗光の願いや働き
を読み取る。 

・1894年，外務大臣の
陸奥宗光は，その頃
最も力の強かったイ
ギリスと交渉して，
領事裁判権をなくす
ことに成功した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆前の見開きの鹿
鳴館でダンスを
踊っている女性
と，紡績工場で
働いている女性
を見比べ，同じ
時代に，おかれ
た状況の違いと
果たした役割に
ついて考えさせ
る。 

◆「まなび方コー
ナー」のグラフ
から工場数が増
えた 1894 年，
1909年ころに，
それぞれ何があ
ったのかを予想
させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言，ノートや年

表の記述内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，明治政府の殖

産興業政策による

国づくりと陸奥宗

光らによる条約改

正交渉の進展とを

結びつけて理解し

ているか」を評価

する。 

（3) 中国やロシアと戦う 

・調べる 二つの戦争によっ

て，日本と世界の国々との

関係は，どのように変わっ

ていったのでしょうか。 

p.120～121 

1 ①「朝鮮をめぐる，日
本，ロシア，中国」
の風刺画を見て，朝
鮮をめぐる三国の関
係 に つ い て 話 し 合
う。 

②教科書の本文や資料
から二つの戦争の様
子 や 結 果 を 読 み 取
る。 

・日清戦争も日露戦争
も，朝鮮半島の支配
を め ぐ る 戦 い だ っ
た。 

・日清戦争で，日本は
清から賠償金を得る
とともに台湾などを
植民地とした。 

◆二つの戦争の原
因は，関連が深
いことに気づか
せる。 

◆グラフから，二
つの戦争の戦死
者数に着目さ
せ，日本は勝利
したものの，二
つの戦争によっ
て多大な損害を
受けたことに気
づかせる。 

◆日本の勝利は，
欧米列強に日本
の国力の向上を
認めさせるとと
もに，朝鮮半島

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，日清・

日露戦争の様子や

影響について理解

しているか」を評

価する。  

学習問題 日本は，条約改正をめざして，
どのような努力をしたのでしょうか。ま
た，世界の中で，日本の立場や国民の生活
には，どのような変化が起こったのでしょ
うか。 

明治政府の殖産興業政
策によって大きな工場
がつくられ，工業がさ
かんになってきた。そ
のような中で，陸奥宗
光が領事裁判権の撤廃
に成功した。 
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・日露戦争で，日本は
ロシア艦隊を破り，
樺太の南部と満州の
鉄道などを得た。 

・日露戦争では，日清
戦争よりもずっと多
い戦死者が出た。 

・二 つ の 戦争 を 通し
て，日本の国際的な
地位が向上した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を支配下におく
ことを認めさせ
たことに気づか
せる。 

 

（4)世界へ進出する日本 
・調べる 世界の中で日本の

立場は，どのように変わっ

ていったのでしょうか。 

p.122～123 

1 ①写真や地図を見て，
日本が朝鮮の人々に
どのようなことをし
て ， そ れ を 朝 鮮 の
人々はどう思ったの
かを考える。 

②小村寿太郎が条約改
正に成功して関税自
主権が回復されたこ
との意義を考える。 

③世界で活躍した日本
人の様子や国内での
新しい文学や科学の
発 展 に つ い て 調 べ
る。 

・新渡戸稲造は国際連
盟の事務局次長を務
めた。 

・北里柴三郎，野口英
世らは医学の発展に
尽くした。 

・文学の世界では，夏
目漱石，樋口一葉，
与謝野晶子，正岡子
規らが活躍した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆教科書の写真や
グラフから，朝
鮮の人々が日本
語を学ばなけれ
ばならないこと
になった事実に
気づかせ，朝鮮
の人々の思いを
考える学習につ
なげる。 

◆医学などの研究
の成果が世界に
認められ，それ
が国力の充実や
国際的地位の向
上につながるこ
とに気づかせ
る。 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，日本の

世界への進出と国

際的地位の向上

や，その頃活躍し

た人物の働きにつ

いて理解している

か」を評価する。 

  

（5） 生活や社会の変化 

・調べる 産業の発展によっ 1 ①産業の発展によって ◆盛り沢山な内容  

朝鮮半島や満州の支配
をめぐって日清戦争・
日露戦争が起こった。
日本の勝利は欧米諸国
に日本の力を認めさ
せ，アジアの国々を勇
気づけることになっ
た。 

日本は植民地への支配
を強めたが，朝鮮の
人々は独立運動をねば
り強く続けた。小村寿
太郎が関税自主権の回
復に成功し，欧米諸国
と対等な関係を築い
た。そして，医学など
の研究で世界に認めら
れる学者が現れ，日本
の国際的地位の向上に
貢献した。 
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て，人々の生活や社会はど

のように変化したのでしょ

うか。 

p.124～125 

生活がどのように変
わってきたのかを調
べる。 

・八幡製鉄所の写真か
ら重工業が発達した
様子がわかる。 

・電車やバスなどの交
通機関が発達し，ラ
ジオ放送が始まり，
洋 服 が 普 及 す る な
ど，人々の生活や社
会 が 大 き く 変 化 し
た。 

②人々の民主主義への
意識の高まりについ
て調べる。 

・衆議院議員の選挙権
が25才以上の男子と
なった。 

・平塚らいてう，市川
房枝などを中心とし
て女性の地位向上を
めざす運動が広がっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

なので，写真や
コラムを参照し
ながら，本文を
丁寧に読ませ，
できごとの内容
と意味を読み取
り，どういう時
代であったのか
を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，日本の

産業の発展にとも

なう国民の生活の

変化と民主主義へ

の意識の高まりに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

（6）まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを人物カ

ードに整理し，最後に，自

分の考えをノートにまとめ

ましょう。 

p.126 

1 ①学習問題について調
べてきたことを人物
カードに整理する。 

②学習問題を通して考
えたことをノートに
まとめる。 

・日本は，条約改正を
めざして，どのよう
な努力をしてきたの
か。 

・日本が条約改正を達
成できたのは，日本
の国力が充実したか
らである。 

・世界の中で，日本の
立場や国民の生活に
はどのような変化が
起こったのか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆それぞれの人物
が何をしたの
か，そのことに
は，どのような
意義があったの
かを考えさせ
る。 

◆条約改正は，日
本の人々のどの
ような努力によ
って達成された
のか。条約改正
が達成されたこ
とにどのような
意義があったの
かを考えさせ
る。 

[思判表②] 

人物カード，ノー

トや年表の記述内

容から，「日清・

日露戦争，条約改

正，科学の発展な

どを関連付けたり

総合したりして，

明治政府の意図や

世の中の様子の変

化を考え，適切に

表現しているか」

を評価する。 

[知技②] 

人物カード，ノー

トや年表の記述内

容から，「調べた

ことを人物カード

やノートにまと

め，我が国の国力

が充実し国際的地

位が向上したこと

を理解している

か」を評価する。 

産業が発展し，都市化
が進む一方で，さまざ
まな社会問題が起き
た。また，人々の民主
主義への意識が高ま
り，普通選挙や女性の
地位向上，差別撤廃を
目指す運動が起こっ
た。 

我が国の産業や科学・文
化の発展と国力の充実に
ともなって日清・日露戦
争に勝利し，国際的地位
が向上したことで条約改
正が達成されたが，他方
で，産業の発展は人々の
生活や社会に大きな変化
をもたらした。 
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小単元名 11．長く続いた戦争と人々のくらし 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.128～140 

配当時数 ７時間 活動時期 １月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(サ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，代表的な文化遺

産に着目して，地図や年表などの資料で調べたり聞き取り調査をしたり

して，我が国の政治や国民生活が大きく変わったことを考え，表現する

ことを通して，日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などを手掛か

りに，我が国と中国との戦いが全面化したことや，連合国との戦いによ

る敗戦，広島・長崎への原爆投下など大きな被害を受けたことなどを理

解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようと

する態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子，代表的な文化遺産などについて，地図や年表などの資

料で調べたり聞き取り調査をしたりして，日中戦争や我が国に関わる

第二次世界大戦などを理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，我が国と中国との戦いが全面化

したことや，連合国との戦いによる敗戦，広島・長崎への原爆投下な

ど大きな被害を受けたことなどを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子，代表的な文化遺産などに着目して，問いを見出し，日

中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などについて考え表現してい

る。 

②日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などを関連付けたり総合し

たりして，我が国の政治や国民生活が大きく変わったことを考えた

り，学習してきたことを基に，歴史を学ぶ意味について考えたりし

て，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などについて，予想や学習

計画を立てたり，学習をふり返ったりして，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 世界文化遺産の原爆ドーム 

・つかむ 被爆前と後の広島
の写真や年表などの資料を
もとに話し合い，学習問題
をつくりましょう。 

p.128～129 

1 ①３枚の原爆ドームの

写真を見て，気づい

たことや考えたこと

を発表し合う。  

・まち全体が焼け野原

になり，ドームも破

壊されている。 

・なぜこんなことが起

こったのだろう。 

・原爆ドームはどうし

て世界文化遺産にな

ったのだろう。  

②原爆ドームが世界文

化遺産になった理由

を考えたり，長く続

い た 戦 争 や 当 時 の

人々の生活について

話し合ったりして，

学習問題をつくる。 

・悲劇が二度と起きな

いようにとの願いか

ら，原爆ドームの保

存 運 動 が 進 め ら れ

◆被爆前と被爆後

の写真を比較さ

せ，一発の原子

爆弾による被害

の大きさについ

て考えさせる。  

◆なぜ，世界文化

遺産に登録され

たのかを考えさ

せ，平和記念資

料館の館長さん

の話を丁寧に読

み取らせる。  

◆年表から戦争が

長く続いたこと

やさまざまなで

きごとがあった

ことを読み取ら

せ，当時の人々

の生活について

関心をもたせ，

学習問題につな

げる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「長

く続いた戦争が

人々にどのような

影響をあたえたの

かに着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 
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た。  

・世界平和をめざすち

かいのシンボルとし

て1996年に世界文化

遺産に登録された。  

・日本は，長い間，戦

争をしていた。  

・戦争中の人々は，ど

のような生活をして

いたのだろう。  

 
 
 
 
③学習計画を立てる。 
 [調べること] 
・戦争の移り変わり 
・国民はどのような生

活をしていたのか。 
・沖縄戦や広島・長崎

への原爆投下の被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「この時代の主

なできごと」の

年表を手掛かり

に，学習の見通

しと計画を立て

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

(2) 中国との戦争が広がる  

・調べる 日本が中国で行っ
た戦争は，どのような戦争
だったのでしょうか。 

p.130～131 

1 ①満州事変，日中戦争
を起こした理由や戦
争の広がりについて
調べる。  

・不景気で生活に苦し

む人が多く，中国に

勢力をのばして不景

気を回復しようとい

う考えが広がった。  

・満州の利益を守らな

いと日本がほろびる

と主張する人々がい

た。  

・1931年に，満州にい

た日本軍が中国軍を

攻撃し，満州事変と

なった。 

・国際連盟が満州の独
立を認めなかったの
で，日本は国際連盟
を脱退し国際的な孤
立を深めた。 

・満州から中国各地に
戦争が拡大した。 

・中国の人々が日本の
侵略に抵抗し，戦争
は，長く続くことと
なった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆年表で年代を確

認しながら，

「中国との戦争

の広がり」の地

図に，年表やノ

ートに出てくる

「満州国」「北

京」「南京」と

いった地名を丸

で囲ませ，中国

の戦場が拡大し

ていった様子を

とらえさせる。  

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，我が国

が，中国各地にお

いて戦争を拡大し

ていったことを理

解しているか」を

評価する。 

学習問題 長く続いた戦争は，人々にどの

ようなえいきょうをあたえたのでしょう

か。 

 

日本は，不景気の回復
をはかり，満州での利
権を守るため，中国各
地に戦争を拡大し，中
国の人々に大きな被害
をあたえた。 
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（3) 戦争が世界に広がる                          ★他教科との関連：国語 

・調べる 戦争は，どのよう

に世界に広がっていったの

でしょうか。 

p.132～133 

1 ①そのころの世界の様

子を調べる。  

・ド イ ツ がま わ りの

国々を侵略し，イギ

リスやフランスなど

と戦争になり，アジ

アやヨーロッパも戦

場となる第二次世界

大戦となった。  

②日本の戦争の広がり

を調べる。  

・石油などの資源を得

るため，東南アジア

に軍隊を進めた。 

・ドイツ，イタリアと

軍事同盟を結び，ア

ジアの地域を支配し

ようとした。 

・アメリカやイギリス

などの国々と東南ア

ジアや太平洋で戦う

太 平 洋 戦 争 に な っ

た。  

・戦場が拡大し，戦争
が激しくなると，多
くの男性が召集令状
によって兵士として
戦場に送られた。 

・日本は初めは勝利し
たが，国力に勝るア
メリカ軍の反撃によ
り敗戦を重ねた。 

・国民は，政府の言葉
や報道を信じて戦争
に協力させられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆地図から，日本

はどのような地

域に軍隊を進め

たのか調べる活

動を取り入れ，

東南アジアや広

く太平洋の各地

で戦ったことを

とらえさせる。 

◆戦場となったア

ジア・太平洋地

域の人々にも大

きな被害をあた

えたことに触れ

る。  

◆戦場に向かう兵

士やそれを見送

る家族の気持ち

を考えさせる。  

◆日本とアメリカ
の生産力の差か
ら，日本が敗戦
を重ねた理由を
考えさせる。  

◆戦争に関する図
書資料を図書館
で探し読ませて
もよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，日本は

戦争を拡大し，戦

場となった地域な

どの人々に大きな

被害をあたえたこ

とを理解している

か」を評価する。 

（4) すべてが戦争のために 
・調べる 戦争中，人々は，

どのような生活をしていた

のでしょうか。 

p.134～135 

1 ①戦争中の生活の様子

について調べる。  

・人々を戦争に協力さ

せるために政府は戦

時 体 制 を 強 め て い

き，くらしはすべて

戦争のために制限さ

れ，戦争に協力しな

い行動は厳しく取り

しまられた。 

◆まちの様子，食

事や衣類など

人々のくらしの

様子，学校生

活，勤労動員な

どに分けて整理

させる。  

◆可能ならば，当

時の国民生活を

経験した方にゲ

[知技①] 

発言や作品の内容

から，「聞き取り

や資料を活用した

りして調べたこと

をノートや作品に

整理して，戦争中

の国民生活の様子

について理解して

いるか」を評価す

戦争が世界に広がる中
で，資源を得るために
東南アジアに進出した
日本は，やがて太平洋
戦争に突入し，アメリ
カやイギリスなどと戦
った。初めは勝利した
が，だんだんと敗戦を
重ねるようになった。 
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・戦争協力をよびかけ

る看板や，戦争に協

力する気持ちを高め

るための標語が多く

つくられた。  

・天気予報などの情報

も戦争に関する重要

な情報として国民に

知らされなかった。 

・食料や衣類は配給制

になった。  

・女子学生が工場で働

くようになり，学校

でも軍事訓練が行わ

れた。  

・小学生は地方へ集団

疎開した。  

 

 

 

 
 
 

スト・ティーチ

ャーとしてお呼

びし話を聞いた

り，戦争に関す

る資料館を訪ね

て調べたりさせ

たい。 

◆資料からわかっ
たことをもとに
当時の人々の思
いについて考え
させる。 

る。 

 

（5） 空襲で日本の都市が焼かれる 

・調べる 日本各地の都市

は，空襲によって，どのよ

うな被害を受けたのでしょ

うか。 

p.136～137 

1 ①東 京 大 空襲 の 想像

図，空襲の写真，空

襲を受けた都市の地

図などを調べて，わ

かったことや考えた

ことを話し合う。  

・1944年になるとアメ

リカ軍が日本の都市

を空襲するようにな

り，人々は防空壕を

作って逃げこんだ。  

・太平洋ベルトを中心

に，全国各地が空襲

の被害にあった。 

・軍事施設や工場だけ

でなく，住宅地も爆

撃され，焼け野原に

なり多くの命がうば

われた。  

・火災を起こす焼夷弾

が使われた。 

②「東京大空襲を体験

した元木さんの話」

から，空襲の被害に

つ い て 考 え 話 し 合

う。  

・焼夷弾でまちが火の
海になったこと。 

・人々は，生きるため
に必死だったこと。 

 

◆空襲の様子の写

真やVTRを利用

して，視覚的に

も被害の大きさ

をとらえさせ

る。  

◆空襲の被害を受
けた主な都市の
地図から，どの
ような場所が空
襲の被害を受け
たのかわかった
ことを発表させ
る。全国各地で
被害があるが，
特に人口の集中
している大都市
圏や工業の盛ん
な太平洋ベルト
などで被害が多
かったことをと
らえさせる。 

◆防空壕や碑など
身近にある空襲
に関する遺跡な
ども調べさせた
い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，国

民が大きな被害を

受けたことを理解

しているか」を評

価する。 

国民を戦争に協力させ

るために，政府は戦時

体制を強め，くらしは

すべて戦争のために制

限された。 
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（6） 原爆投下と戦争の終わり 

・調べる 戦争はどのように

して終わったのでしょう

か。 

p.138～139 

1 ①沖縄戦の写真や証言

の資料などをもとに

調べて，わかったこ

とを話し合う。  

・1945年，アメリカ軍

が沖縄に上陸し，一

般市民や今の中高生

くらいの生徒までが

動員された。  

・当時の沖縄県民60万

人のうち12万人以上

の人が亡くなった。  

②原爆投下や玉音放送

を聞く人々の写真な

どを見て，わかった

ことや考えたことを

話し合う。  

・日本軍は各地で敗北

し，多くの都市が空

襲の被害を受け，沖

縄は占領された。 

・ 1945 年 8 月 6 日に 広

島，8月9日には長崎

に原子爆弾が落とさ

れ，一瞬にして何万

人 も の 命 が 奪 わ れ

た。  

・日本は8月15日に降伏
し，15年にもわたる
戦争が終わった。  

・今では，毎年8月15日
に全国戦没者追悼式
が行われている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆沖縄戦や原爆の

様子を撮影した

資料を見せ，戦

争による被害を

具体的にとらえ

させる。  

◆戦争の終わりを
告げる玉音放送
を人々はどのよ
うな思いで聞い
たのか，考えさ
せる。 

◆「終戦の日」の
式典には，どの
ような願いがこ
められているの
か，話し合うよ
うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，戦

争によって，沖縄

の人々や原爆が投

下された広島・長

崎の人々をはじめ

国民が大きな被害

を受けて戦争が終

了したことを理解

しているか」を評

価する。 

（7） まとめる 

・まとめる これまで調べて

きたことを図に整理し，学

習問題についての考えをま

とめましょう。 

p.140 

1 ①それぞれの場所や立
場における戦争の影
響や，当時の人々の
生活について，調べ
たことをワークシー

◆今まで学習して
きたことをふり
返って，思考ツ
ールのまわりの
枠に，それぞれ

[思判表②] 

発言やワークシー

トの記述内容か

ら，「これまで調

べたことを比較

各都市の軍需施設や工
場だけではなく，住宅
地も爆撃され，東京や
大阪をはじめ多くの都
市が焼け野原になり，
多くの命が奪われた。 
 

戦争末期，沖縄の激し
い戦いで多くの人が亡
くなり，広島・長崎に
は原子爆弾が投下され
てたくさんの命が一瞬
でうばわれた。ついに
日本は降伏し，15 年に
もわたる長い戦争が終
わった。 
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トの図に整理する。 
(例) 

・戦場となった東南ア
ジア各国の人々に大
き な 損 害 を あ た え
た。 

・広島・長崎の人々は
一発の爆弾で，一瞬
にして何万もの命が
うばわれ，町はふき
とんでしまった。 

・満 州 に 渡っ た 人々
は，終戦直前にソ連
軍が攻めてきて，逃
げる中で多くの人が
亡くなり，日本に帰
れず，残留孤児とな
った人がいた。 

②戦争が人々にあたえた
影響について，調べた
ことをもとに友達と話
し合って自分の考えを
ワークシートに書く。 

・戦争は，戦場で戦っ
た兵士だけでなく，
多くの国民の命をう
ばい，国民生活に大
きな影響と非常な苦
しみをあたえた。ま
た，海外で戦場とな
った国々の人々にも
大きな被害をあたえ
た。このような悲劇
を繰り返さないため
にも，戦争は二度と
行ってはならない。 

③これから自分が平和
のためにできること
を意見文に書く。 

 
 
 
 
 
 

の場所や立場に
おける人々の被
害の様子を書き
込み，戦争によ
る被害や影響に
ついて整理す
る。 

◆さまざまな立場
の人たちが，戦
争によって命を
落としたり，犠
牲になったり，
苦しい思いをし
たりしたことか
ら，戦争に対す
る思いや考えを
書くように助言
する。 

◆学習したことを
もとに，平和な
社会を作るため
に自分のできる
ことを意見文に
書くようにす
る。 

し，関連付けたり

総合したりして，

戦争がもたらす被

害の大きさについ

て考え，自分の考

えを表現している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技②] 

発言やワークシー

トの記述内容か

ら，「調べたこと

をワークシートに

まとめ，我が国と

中国との戦いが全

面化したことや，

連合国との戦いに

よる敗戦，広島・

長崎への原爆投下

など大きな被害を

受けたことなどを

理解しているか」

を評価する。 

 

 

 

  

長く続いた戦争は，国
民生活に大きな影響を
及ぼし，国民や近隣諸
国に大きな被害をもた
らした。 
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小単元名 12．新しい日本，平和な日本へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.142～155 

配当時数 ７時間 活動時期 １～２月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(サ)(シ)，イ-

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子などに着目して，

地図や年表などの資料で調べ，我が国の政治や国民生活が大きく変わっ

たことや，我が国が国際社会において果たしてきた役割を考え，表現す

ることを通して，日本国憲法の制定やオリンピック・パラリンピックの

開催などを手掛かりに，戦後我が国は民主的な国家として出発し，国民

生活が向上し，国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことを理解で

きるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする

態度や，学習してきたことを基に過去の出来事と今日の自分たちの生活

や社会との関連や，歴史から学んだことをどのように生かしていくかな

ど国家及び社会の発展を考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世の中の様子などについて，地図や年表などの資料で調べ，日本国憲

法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催などを理解してい

る。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，戦後我が国は民主的な国家とし

て出発し，国民生活が向上し，国際社会の中で重要な役割を果たして

きたことを理解している。 

思考・判断・表現 

①世の中の様子などに着目して，問いを見出し，日本国憲法の制定，オ

リンピック・パラリンピックの開催などについて考え表現している。 

②日本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催などを関連

付けたり総合したりして，我が国の政治や国民生活が大きく変わった

ことや，我が国が国際社会において果たしてきた役割を考えたり，学

習してきたことを基に，歴史を学ぶ意味について考えたりして，適切

に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①日本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催などについ

て，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったり見直したりし

て，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことを基に戦後の日本の歩みを振り返り，我が国の課題やそ

のよりよい解決方法について考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 終戦直後の人々のくらし 

・つかむ 写真から気づいた

ことや疑問を出し合い，学

習問題をつくりましょう。 

p.142～143 

1 ①終 戦 直 後の 資 料か
ら，気づいたことを
話し合う。 

・戦争が終わっても，
家を焼かれて住むと
ころがなかったり，
くらしに必要なもの
がなかったりして，
大変な生活だった。 

・戦後，栄養失調でな
くなったり，戦争で
孤児になった子ども
たちがいたりし，戦
争が終わっても大変
さ は 変 わ っ て い な
い。 

②新宿の３枚の写真を
見比べて気づいたこ
とを話し合い，学習
問題をつくる。 

・東京オリンピックの

◆「まなび方コー
ナー」で，複数
の写真から読み
取るポイントを
確認させる。 

◆年代に着目さ
せ，短期間に大
きな変化が起き
ていることに気
づかせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「戦

後から現在までの
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ころにはかなり復興
している。 

・現在はビルも建て替
わり，ずいぶんにぎ
やかだ。 

・焼 け 野 原だ っ たの
に，今は発展してい
る。どのように変わ
っていったのか。 

 
 
 
 
③年表をもとに予想を

話し合い，学習計画
を立てる。 

・日本は戦争のない平
和な国になったので
はないか。 

・日本は国際社会に戻
れたのではないか。 

・日本は，オリンピッ
クが開けるほど，世
界に認められるよう
になったのではない
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆年表に書かれて
いるできごとを
もとに，日本は
どのような国に
なったのかを考
えさせる。 

 

世の中の様子に着

目して，問いを見

出しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

 

(2) 民主主義による国をめざして  

・調べる 戦争の後，日本で
はどのような改革が行われ
たのでしょうか。 

p.144～145 

1 ①戦後改革や日本国憲
法について調べる。 

・民主主義の国として
再出発するために，
戦 後 改 革 が 行 わ れ
た。 

・女性に選挙権が保障
された。 

・教育の制度が変わっ
た。 

・日本国憲法が制定さ
れ，日本の進む方向
として平和主義と民
主 主 義 が 定 め ら れ
た。 

②調べたことを年表に
まとめ，「一言コメ
ント」を書き込む。 

・男女平等の世の中に
なった。 

・今の学校の仕組みに
なった。 

 
 
 
 
 
 

◆戦後改革の概略
をつかませ，た
くさんの改革が
目指している共
通点に目を向け
させる。 

◆「一言コメン
ト」には，それ
ぞれの取り組み
（できごと）の
説明を書くよう
にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートや発言の内

容から，「必要な

情報を集め，読み

取り，日本の戦後

改革や民主的な国

家としての再出発

について理解して

いるか」を評価す

る。 

（3) 再び世界の中へ 

・調べる 日本が世界の仲間

にもどるまでには，どのよ

うなことがあったのでしょ

1 ①「サンフランシスコ
平和条約」や「国際
連合への加盟」「産
業の復興」について

◆教科書巻末の折
込年表，写真や
地図帳なども活
用して，日本の

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

学習問題 戦後の日本は，人々のくふうや

努力によって，どのように変わっていった

のでしょうか。 

日本は，日本国憲法の
制定をはじめとする戦
後改革を行い，平和で
民主的な国家として出
発した。 
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うか。 

p.146～147 

調べ，年表にまとめ
る。 

・1951年に48か国と平
和条約を結んだ。 

・1952年に占領が終わ
り ， 主 権 を 回 復 し
た。 

・沖縄はまだアメリカ
に 占 領 さ れ た ま ま
だ。 

・ソ連や中国などの国
とは，平和条約を結
ぶことができなかっ
た。 

・1956年に国際連合へ
の 加 盟 が 認 め ら れ
た。 

・アメリカの協力や国
民の努力によって産
業が復興し，生活が
向上した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

独立までの概要
をとらえさせ
る。 

◆電化製品の普及
率のグラフを読
み取らせ，産業
の復興や生活の
向上と関連させ
て考えさせる。 

 

「必要な情報を集

め，読み取り，日

本の国際社会への

復帰や,国民の努

力による国民生活

の向上について理

解しているか」を

評価する。 

（4） 高度経済成長の中の東京オリンピック 

・調べる 産業の発展によ

り，人々の生活はどのよう

に変化したのでしょうか。 

p.148～149 

1 ①東京オリンピック・
パラリンピックの開
催と，それに関連す
るできごとを調べ，
当時の人々の気持ち
について考える。 

・アジアで最初のオリ
ン ピ ッ ク が 開 か れ
た。 

・競 技 施 設だ け でな
く，ホテルが建てら
れ，道路・下水道が
整備された。 

・高速道路や地下鉄も
作られ，生活が便利
になった。 

・東京と大阪の間に東
海道新幹線がつくら
れ，移動の時間が大
幅に短縮された。 

・オリンピックが開催
できるほど復興した
ことを世界に伝えら
れて，うれしい。 

②東京オリンピック・
パラリンピック開催
前後の国民生活の変

◆当時の人々の気
持ちについて
は，吹き出しな
どを用いて，そ
の人の立場に立
って考えさせ
る。 

◆調べたことは年
表にまとめ，短
い期間に急速に
発展しているこ
とに気づかせ
る。 

◆どのような場所
で公害が発生し
たのか，５年生
の学習を想起さ
せ考えさせた
い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

日本は，サンフランシ
スコ平和条約を結んで
主権を回復し，国際連
合への加盟も認められ
たことによって国際社
会に復帰することがで
きた。その後，アメリ
カの協力や国民の努力
によって産業が復興
し，生活が向上した。 
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化について調べる。 
・テレビや自動車が普

及した。 
・国民総生産額が世界

第２位になった。 
・高度経済成長のかげ

で，公害などの環境
問 題 が 生 ま れ て き
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「必要な情報を集

め，読み取り，東

京オリンピック・

パラリンピックの

開催や，公害など

の環境問題の発生

について理解して

いるか」を評価す

る。 

（5） 変化の中の日本 

・調べる 日本は今，どのよ

うな変化の中にいるのでし

ょうか。 

p.150～151 

1 ①東京オリンピック・
パラリンピック後の
世界や日本が抱える
課題とその取り組み
について調べる。 

・世界各地で起こる紛
争を防ぐために，国
際連合を中心に，努
力がされている。 

・日本では，大きな地
震が発生し，大きな
被 害 が も た ら さ れ
た。被災した地域に
は，日本中からも外
国からも多くのボラ
ンティアが集まり，
復興の力になった。 

②取り組みについて考
え た こ と を 話 し 合
う。 

・課題はたくさんある
が，解決するために
努力をしていくこと
が大切だと思った。 

・避難場所でボランテ
ィアをしている小学
生もいた。自分たち
ができることもある
と思った。 

・わたしたち一人一人
が関わっていくこと
が大切だと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆資料から，課題
は多いが，課題
に対してさまざ
まな取り組みや
世界の協力が行
われていること
にも気づけるよ
うにする。 

◆日本が世界に貢
献していること
と，日本の災害
への海外の協力
のつながりにつ
いても，これま
での学習から考
えさせたい。 

[知技①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，戦

後の世界の変化や

課題を解決するた

めに世界が協力し

ていることについ

て理解している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

[態度①] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「これまでの学習

をふり返り，さら

に調べるべきこと

を考え，これから

の日本について調

べる見通しをもっ

ているか」を評価

する。 

 

東京オリンピック・パ
ラリンピックの開催は
国民に自信をあたえる
とともに，産業をさら
に発展させるきっかけ
をあたえた。一方，経
済の高度成長のかげで
公害などの環境問題が
起こった。 
 

さまざまな面で世界や
日本は変化している。
地域や社会の課題に，
わたしたち一人一人が
これまで以上に関わっ
ていくことが求められ
ている。 
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（6） これからの日本を考えよう 

・調べる これからの日本

は，どのような国をめざし

ていったらよいのでしょう

か。 

p.152～153 

1 ①世界に広がる日本の
文 化 や 技 術 を 調 べ
る。 

・和食がユネスコ無形
文化遺産に登録され
た。日本の食が世界
か ら 評 価 さ れ て い
る。 

・日本のアニメは世界
でも人気がある。 

・ノーベル賞を受賞し
ている日本人がたく
さんいる。世界に貢
献している。 

②現在の日本が抱える
課題や果たすべき役
割について調べ，考
え た こ と を 話 し 合
う。 

[国内の問題] 
・お年寄りや障がいの

ある人たちの人権 
・子どもや女性の人権 
・アイヌ民族，在日韓

国・朝鮮人などへの
偏見や差別 

・経済不況，食料自給
率の問題 

・東日本大震災からの
復興 

[外国との関係に関する
問題] 

・沖縄のアメリカ軍基
地 

・北朝鮮の拉致問題，
核開発 

・領土をめぐる問題 
[世界の問題] 
・戦争と平和，核，環

境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆日本のよさと課
題の両面から，
これからの日本
のあり方を考え
させる。 

◆児童の生活経験
や関心の傾向な
どを考慮して，
話し合う話題を
決定するように
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[態度②] 

ノートの記述や発

言 の 内 容 か ら , 

「学習してきたこ

とをもとに日本が

抱える課題をどの

ように解決したら

よいのか，自分と

の関わりの中で考

えようとしている

か」を評価する。 

 

（7） まとめる 

・まとめる 「ことば」を使

って，学習問題について調

べたことを年表に整理し，

キャッチフレーズをつくり

ましょう。 

p.154～155 

1 ①表に整理されたでき
ごとに，一言コメン
トを書く。 

・1946年：日本国憲法
が公布される 
―平和と民主主義が
新しく進む方向だと

◆年表を見て，そ
れぞれのできご
とによって社会
の様子がどのよ
うに変わってき
たのか考え，一
言コメントを書

[思判表②] 

ノートの記述や発

言 の 内 容 か ら , 

「我が国の政治や

国民生活が大きく

変わったことや，

日本の文化や技術は，
世界で認められ，さま
ざまな面で世界に貢献
している。防災をはじ
め，少子高齢化，人
権，領土などの課題を
どのように解決してい
くか考えていくことが
必要である。 
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定められた。 
・1964年：東京オリン

ピック・パラリンピ
ックが開かれる 
―産業をさらに発展
させた。  など 

②時代を表すキャッチ
フレーズをつくり，
友だちと話し合う。 

・「国民に自信をあた
えた東京オリンピッ
ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ
ク」 
理由は，東京オリン
ピ ッ ク で 自 信 を つ
け，戦後の復興がさ
らに進んだから。 

・「今の平和な日本の
もとになった日本国
憲法」 
理由は，憲法の三つ
の原則の一つに平和
主義があり，日本は
平和と民主主義の国
になったから。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

くようにさせ
る。 

◆キャッチフレー
ズをつくった理
由を考えさせる
ことで，社会的
意味に気づかせ
る。 

我が国が国際社会

において果たして

きた役割を考え，

適切に表現してい

るか」を評価す

る。 

[知技②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「学習したことを

キャッチフレーズ

にまとめ，戦後我

が国は民主的な国

家として出発し，

国民生活が向上

し，国際社会の中

で重要な役割を果

たしてきたことを

理解しているか」

を評価する。 

 

 

  

戦後の日本は，さまざ
まな戦後改革を行っ
て，平和で民主的な国
家として出発した。そ
して，国民の不断の努
力によって国民生活が
向上し，国際社会の中
で重要な役割を果たし
てきた。 
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本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

（1）いかす 歴史学習をふり返ろう 

・いかす カードを使って，
これまで学習してきた歴史
をふり返ろう。 

     p.156～157 

 

1 ①これまで学習してき

た時代の社会の様子

を書いたカードをつ

くる。 

・米づくりが始まり，

生活や社会の様子が

変化した。 

・室町時代のころ生ま

れた文化は，今も多

くの人々に親しまれ

ている  など。 

②カードを見ながら，

現在のわたしたちの

くらしとのかかわり

に つ い て 発 表 し 合

う。 

・大陸から伝わった米

づくりは，現在では

日本各地で行われて

いる。 

・日本の世界遺産など

多 く の 文 化 財 が ，

人々の努力によって

大切に保存されてい

る。 

③歴史を学ぶ意味につ

いて考え，意見文を

書く。 

・各時代の人々の努力

の 積 み 重 ね に よ っ

て，現在の日本や自

分 た ち の 生 活 が あ

る。 
・昔の人々が知恵を出

し合い，努力してつ
くってきた今の日本
をさらによい国にし
ていきたい。 

◆「歴史人物のよ

いところはどこ

か」「文化遺産

が現在に伝えら

れているのはな

ぜか」などと発

問し，人物の働

きや文化遺産の

意味に目が向く

ようにする。 

◆「まなび方コー

ナー」を活用

し，意見文の書

き方を確認させ

る。 
 

[態度] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習したことをもと

に,これからの日

本のために自分た

ちができることを

考えようとしてい

るか」を評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[思判表] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習したことをもと

に,これからの日

本のために自分た

ちができることを

考えたり選択・判

断したりして意見

文に表現している

か」を評価する。 
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単元名 3．世界の中の日本（オリエンテーション） 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.64～65 

配当時数 １時間 活動時期 ２月 
学習指導要

領の内容 
 (3)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 人類共通の願い 

・わたしたち人類は，どのよ
うな共通の願いをもってい
るのでしょうか。 

p.64～65 

1 ①国際社会が抱える問
題の解決に向け，日
本のわたしたちが，
世界の人たちとどの
ようなことをしてい
けばよいのかを話し
合う。 

・さまざまな問題の解
決に向けて，世界の
人たちと協力してい
く必要があること。 

 
 
 
 

◆ニュースなどで

見聞きしたこと

をもとに話し合

わせる。 

[態度] 

発言内容から，

「国際社会が抱え

る課題に気づき，

解決の方法を考え

ようとしている

か」を評価する。 

 

  

めあて わたしたちは，どのようにして，
世界の人々とともに生き，平和な社会を築
いていけばよいのでしょうか。 
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小単元名 1．日本とつながりの深い国々 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.66～97 

配当時数 ７時間 活動時期 ２月 
学習指導要領

の内容 
 (3)ア-(ア)(ウ)，イ-（ア） 

 

小単元の目標 

グローバル化する世界の日本の役割について，外国の人々の生活の様

子などに着目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，まとめること

で日本の文化や習慣との違いを捉え，国際交流の果たす役割を考え，表

現することを通して，我が国と経済や文化などの面でつながりの深い国

の人々の生活は，多様であることや，スポーツや文化などを通して他国

と交流し，異なる文化や習慣を尊重し合うことが大切であることを理解

できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとす

る態度や，学習したことを基に世界の人々と共に生きていくために大切

なことなどを多角的に考えようする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①外国の人々の生活の様子などについて地図帳や地球儀，各種の資料で

調べて，必要な情報を集め，読み取り，日本の文化や習慣との違いを

理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，我が国と経済や文化などの面で

つながりの深い国の人々の生活は，多様であることや，スポーツや文

化などを通して他国と交流し，異なる文化や習慣を尊重し合うことが

大切であることを理解している。 

思考・判断・表現 

①外国の人々の生活の様子などに着目して，問いを見出し，日本の文化

や習慣との違いについて考え表現している。 

②世界の国々の文化や習慣は多様であることとスポーツや文化などを通

して他国と交流することを関連付けて，国際交流の果たす役割を考え

たり，学習したことを基に世界の人々と共に生きていくために大切な

ことなどを多角的に考えたり選択・判断したりして，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①外国の人々の生活の様子について，予想や学習計画を立てたり，学習

をふり返ったりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとして

いる。 

②学習したことを基に世界の人々と共に生きていくために大切なことな

どを多角的に考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 日本と関係の深い国を探そう  

・つかむ これまでの社会科

の学習や日ごろの生活をふ

り返り，日本とつながりの

深い国を見つけて，話し合

いましょう。 

p.66～67 

1 ①外国から入ってきた
身のまわりのものや
文化やスポーツを通
じた交流について話
し合う。 

・日 本 人 の野 球 選手
が，アメリカの大リ
ー グ で 活 躍 し て い
る。 

・日本の文化は，昔か
ら中国の影響を受け
ていた。 

・韓国とは近く，サウ
ジアラビアから石油
を輸入するなど，日
本は，いろいろな国
と輸出入の関係があ
る。 

②日本と関係が深そう
な国を四つに整理す
る。 

◆生活経験やこれ
までの学習経験
をもとに，日本
と関係がある国
との関わり方を
出させ，自分の
生活が外国と関
わりがあること
に気づかせる。 

◆世界の国々につ
いて知っている
ことを発言し，
日本とのつなが
りを意識しなが
ら，調べたいこ
とを見つけさせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，日本と

外国との共通点，

相違点について理

解しているか」を

評価する。 
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(2) 調べる国を決めよう ★他教科との関連：外国語 

・つかむ 学習問題をつく

り，日本とつながりの深い

国を１か国選び，人々の生

活について調べる学習計画

を立てましょう。 

p.68～69 

1 ①４か国の基本情報を
整理し，日本とつな
がりの深い国々につ
いて調べてみたいこ
とを話し合い，学習
問題をつくり，予想
を出し合う。 

・気 候 や 宗教 に よっ
て，服装や食べ物が
ちがってくるのでは
ないか。 

・中国や韓国などの近
い国なら，共通点が
多いと思う。 

・産業や文化，スポー

ツなどでつながりが

深いかもしれない。 

 

 

 

 

②学習問題について予

想し，学習計画を立

てる。 

◆関わりが深い国
の中から，自分
で調べたい国を
一つ選ぶとき，
似ている点やち
がっている点を
探すように見通
しをもたせるよ
うにする。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「外

国の人々の生活の

様子などに着目し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

 

 

 

[態度①] 

発言，ノートや学

習計画表の内容か

ら，「学習問題の

解決に向けた予想

や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 

＊児童に4か国から1か国を選択させる。 
アメリカと日本 p.70～75 
(3) アメリカの学校の様子                                 
・調べる アメリカの小学生

は，どのような生活をして

いるのでしょうか。 

p.70～71 

1 ①アメリカの学校の様
子について，テレビ
電話でアメリカに住
んでいる人に質問を
したり，集めた資料
を活用したりして調
べる。 

・小学校への通学は，
自転車やスクールバ
スなどを利用し，成
績がよい場合は飛び
級制度がある。 

・いろいろな人種や民
族の子どもが通って
いる。 

・夏休みが２か月あっ
て ， 日 本 よ り も 長
い。 

 
 
 
 
 
 

◆日本の学校生活
と比較させなが
ら，似ている点
やちがう点を意
識させながら調
べさせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，アメリ

カの学校生活の様

子について理解し

ているか」を評価

する。 

学習問題 日本とつながりの深い国の人々
は，どのような生活をしていて，その生活
には日本とどのようなちがいがあるのでし
ょうか。 

日本は，ものや人の行
き来や文化やスポーツ
などの交流を通して，
世界のさまざまな国と
つながりをもってい
る。 
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（4) 人々のくらしと年中行事 

・調べる アメリカの人々の

くらしや年中行事は，どの

ようなものでしょうか。 

p.72～73 

1 ①アメリカの人々の休
日の過ごし方や年中
行事について調べ，
話し合う。 

・休日に，家族でハイ
キングに行ったり，
野球の試合を見たり
して過ごしている。 

・ハロウィンには仮装
をしてお菓子をもら
ったり，感謝祭では
家族でごちそうを食
べたりしている。 

 

 

 

 

 

 

◆休日の過ごし方
や年中行事につ
いて，自分たち
の様子と比べな
がら調べさせ
る。 

◆アメリカの文化
やスポーツが世
界に影響を与え
ていることに気
づかせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，アメリ

カの人々のくらし

や年中行事につい

て理解している

か」を評価する。 

（5) 広い国土を生かした産業と多文化社会 

・調べる アメリカには，ど

のような産業があり，どの

ような人々がくらしている

のでしょうか。 

p.74～75 

1 ①アメリカの産業や多
文化社会について，
集めた資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・広 い 国 土を 生 かし
て，小麦や大豆を大
量に生産していて，
日本とちがう。 

・多 文 化 社会 と 言わ
れ，ロサンゼルスに
は日系人が多く住ん
でいて，日系人の祭
りがある。 

②アメリカについて調
べてきたことを，カ
ードに整理する。 

・学校や人々の様子，

仕事や産業の様子に

ついて調べたことを

カードに整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆広い国土をもつ
アメリカは，さ
まざまな人種や
民族の人が移住
してきた多文化
社会であること
を資料からとら
えさせる。 

◆アメリカの文化

にはどのような

特色があるのか

をとらえさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，アメリ

カの産業やどのよ

うな人々がくらし

ているのかなどに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

アメリカの学校と日本
の学校では同じ点やち
がう点があるが，大き
なちがいは能力によっ
ては飛び級できたり，
いろいろな人種の人が
学び合ったりしている
ところである。 

アメリカでは国土が広
いため，車で出かける
ことが多く，家族や親
戚で集まってさまざま
な年中行事を祝う習慣
がある。 

アメリカは，広い国土
を利用して農業，工
業，宇宙開発など世界
をリードしている。ま
た，建国以来，多くの
移民を受け入れてきた
多文化社会である。 
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中国と日本 p.76～81 

（3） 中国の人々の生活 

・調べる 中国のまちや小学

校の様子は，どのようにな

っているのでしょうか。 

p.76～77 

1 ①中国のまちや小学校
の様子について，集
めた資料を活用して
調べ，話し合う。 

・ペキンには，高層ビ
ルや世界文化遺産が
あり，ファッション
も日本と同じように
楽しんでいるが，古
い家も残っている。 

・「一人っ子政策」の
影響で，きょうだい
がいない子どもも多
い。 

・都市では受験に熱心
である。 

 
 
 
 

◆収集した資料か
ら，日本との相
違点について整
理させる。 

◆日本の学校生活
と比べてどのよ
うなちがいがあ
るのかに着目し
て考えさせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，中国の

学校生活の様子や

人々の生活の様子

について理解して

いるか」を評価す

る。 

（4） 中国の伝統的な文化 

・調べる 中国には，どのよ

うな文化や行事があるので

しょうか。 

p.78～79 

1 ①中国の文化や行事に
ついて，収集した資
料を活用して調べ，
話し合う。 

・中国には，50以上の
民族がいて，服装や
習慣などの生活様式
がそれぞれちがう。 

・伝統的な行事である
春節は，日本の正月
にあたる。故郷に帰
省する人も多い。日
本にも，横浜や神戸
に中華街や南京町が
あり，春節の行事を
盛大に行っている。 

 

 

 

 

 

◆第５学年の産業
の学習や第６学
年の歴史の学習
を想起させ，日
本との結びつき
について，歴史
や文化，人の行
き来など，多面
的にとらえさせ
る。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，中国の

文化や行事などに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

(5) 経済が発展した中国と人々の生活 

・調べる 中国の産業の発展

によって，人々の生活は，

どのように変化したのでし

ょうか。 

p.80～81 

1 ①産 業 の 発展 に よっ
て，人々の生活はど
のように変化したの
か，インタビューや
資 料 を 活 用 し て 調
べ，話し合う。 

・急 速 な 発展 に よっ
て，生活スタイルが
変化した。タワーマ
ンションが増えた。 

・経済特区と呼ばれる
外国の企業も進出す
る地区があり，日本
と貿易も盛んだ。 

◆中国の経済発展
は，人々にどの
ような影響を与
えたのかに着目
して考えさせ
る。 

◆聞き取り調査を

実施できた場合

は，そこで得た

ことを生かして

まとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国のまちや小学校の
様子には，日本と同じ
点やちがう点がある。 

中国の伝統的な行事に
は，日本と同じ点やち
がう点がある。また，
日本は中国の影響を受
けている。 
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②中国について調べて
きたことを，ノート
や作文に整理し，話
し合う。 

・日本と大切なパート
ナーである。 

・オリンピックやパラ
リンピックが開催さ
れた。中国のよさを
見つけたい。 

 
 
 
 
 
 
 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，中国の

産業の発展によっ

て，人々の生活は

どのように変化し

たのかなどについ

て理解している

か」を評価する。 

韓国と日本 p.82～87 

(3) 韓国の人々の生活 

・調べる 韓国の学校の様

子，伝統的な行事や習慣

は，どのようなものでしょ

うか。 

p.82～83 

1 ①韓国の学校の様子，
伝統的な行事や習慣
について，インタビ
ューや資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・英語とコンピュータ
ーの授業がさかん。 

・ソルラルという旧正
月は，大切な行事の
一つである。 

・韓国式のサウナは日

本 人 に も 人 気 が あ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆韓国の学校生活
と日本の学校生
活を比べること
で，共通点が多
いことに気づか
せる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，韓国の

学校の様子や伝統

的な行事や習慣に

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

(4) 韓国の文化と日本との交流 

・調べる 韓国の文化には，

どのような特色があるので

しょうか。 

p.84～85 

1 ①韓国の文化には，ど
のような特色がある
のか，インタビュー
や資料を活用して調
べ，話し合う。 

・主食は米で，日本と
同じようにはしやス
プーンを使うが，食
器の使い方が違う。 

・儒教の教えが大切に
され，年長者を敬う
考 え が 浸 透 し て い
る。 

・日本と韓国は，スポ

ーツやアニメ，音楽

などの文化の交流が

さかん。 

 

◆日本の習慣と似
ているところや
ちがうところ
は，どのような
ところがあるの
かに着目させて
調べさせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，韓国の

文化の特色につい

て理解している

か」を評価する。 

中国は，経済発展を続
け，日本との結びつき
が強まっている。ま
た，世界から，中国の
発展が注目されてい
る。 

韓国は，日本に近いた
めか，小学校の様子，
伝統的な行事や習慣に
は，日本と同じものが
多い。しかし，韓国独
自の行事などもある。 



84 

 

 

 

 

 

 

(5) 産業の発展と人々の生活 

・調べる 韓国の人々の生活

にかかわる産業には，どの

ような特色があるのでしょ

うか。 

p.86～87 

1 ①韓国の人々の生活に
関わる産業の発展や
特色について，イン
タビューや資料を活
用して調べ，話し合
う。 

・半導体や薄型テレビ
などの産業が発展し
ている。 

・世界規模の電機メー
カーも多くあり，世
界150以上の都市と結
ばれたハブ空港を備
え，物や人々の行き
来がさかん。 

②韓国について調べて
きたことをノートや
新聞に整理して，ふ
り返る。 

・学校生活は，日本と
似 て い る 部 分 が 多
い。 

・年中行事や儒教の教
え を 大 切 に し て い
る。 

 
 
 
 
 
 
 

◆第５学年の産業
や第６学年の歴
史学習で学んだ
ことを想起さ
せ，日本との関
わりや相違点を
とらえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，韓国の

産業の発展と人々

の生活の様子につ

いて理解している

か」を評価する。 

サウジアラビアと日本 p.88～93 
(3) 気候に合わせたくらしと宗教 
・調べる サウジアラビア

の人々の生活にかかわる

気候や宗教には，どのよ

うな特色があるのでしょ

うか。 

p.88～89 

1 ①サ ウ ジ アラ ビ アの
人々の生活に関わる
気候や宗教には，ど
のような特色がある
のか，資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・夏はとても暑く，冬
には気温が大きく下
がり，砂漠のイメー
ジが強いが，雨や雪
の降る地域や都市も
ある。 

・イスラム教では，１
日 ５ 回 の お 祈 り を
し，１か月間，日中
は食事をとらないラ
マダンを行う義務が
ある。 

・食べ物や食べ方に特

◆収集した資料か
ら，日本の気候
との相違，土地
の様子の相違，
宗教と生活の関
わりに着目して
調べさせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，サウジ

アラビアの人々の

生活に関わる気候

や宗教について理

解しているか」を

評価する。 

韓国の文化には，年長
者や伝統を重んじる特
色がある。日本とは文
化やスポーツの交流が
さかんである。 

韓国は，半導体や電気
機械の産業が発展し
て，日本やアジア諸国
だけではなく，世界の
多くの都市と結びつい
ている。            
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色がある。 
 
 
 
 
 
 
 

(4) サウジアラビアの人々の生活  

・調べる サウジアラビアの

生活の様子や学校には，ど

のような特色があるのでし

ょうか。 

p.90～91 

1 ①サウジアラビアの生
活 や 学 校 の 様 子 に
は，どのような特色
があるのか，資料を
活用して調べ，話し
合う。 

・昼間が暑く，外出す
る人が少ないため，
大型スーパーは遅く
まで営業している。 

・学校などの公共の場
は，男女の区別があ
り，小学校は日本と
同じく６年間通う。
コーランの授業が毎
日あるのが日本とち
がう。 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

◆日本と同じこと
やちがうことを
意識させながら
調べさせる。 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，サウジ

アラビアの人々の

生活の様子や学校

には，どのような

特色があるのかに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

(5) 石油の国，サウジアラビア 

・調べる サウジアラビアの

産業と人々の生活には，ど

のようなかかわりがあるの

でしょうか。 

p.92～93 

1 ①サウジアラビアの産
業と人々の生活につ
いて，資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・日本は石油をサウジ
アラビアから最も多
く輸入している。 

・サウジアラビアは，
石油を輸出して得た
お金を教育や福祉に
使っている。 

・最近では，観光業に
力を入れている。 

②サウジアラビアにつ
いて調べてきたこと
をノートに整理して
ふり返る。 

・サウジアラビアは，
宗教の教えを大切に
している。 

・日本と産業でつなが
りが深い。 

・サッカーやらくだレ
ースがスポーツでは
さかん。 

◆産業と人々の生
活について調べ
ることを通し
て，貿易や文化
交流の点で日本
とつながりが深
いことに気づか
せる。 

◆調べたことを，

項目ごとにノー

トにわかりやす

く整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，サウジ

アラビアの産業と

人々の生活には，

どのような関わり

があるのかについ

て理解している

か」を評価する。 

サウジアラビアには，
さまざまな気候の地域
があり，国教であるイ
スラム教の教えが，
人々の生活に大きく影
響している。 

サウジアラビアの生活
の様子や学校の特色
は，日本と似ていると
ころもあるが，気候や
イスラム教に影響を受
け，ちがっているとこ
ろもある。 
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(6) まとめる 
・まとめる 学習問題につい

て調べてきたことを話し合

い，自分の考えを意見文に

まとめ，発表会を開きまし

ょう。 

p.94～95 

1 ①学習問題について調
べてきたことを話し
合う。 

・学校生活では，四つ
の国とも日本と似て
いるところやちがう
ところがある。 

・調べてきた国は，ど
の国も産業などでつ
ながりが深い。 

②日本と似ているとこ
ろと，大きくちがう
ところを表に整理し
て，話し合う。 

・日 本 の 正月 の 行事
は，韓国や中国など
近い国と似ている。 

・サウジアラビアの生
活は，宗教の影響が
強いところが日本と
ちがう。 

③学習問題に対して，
考えたことを意見文
に ま と め ， 発 表 す
る。 

・異 な る 習慣 や 文化
も，認め合うことが
大切である。 

・ア ジ ア など 近 い国
は，学校生活など日
本と似ているところ
が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 

◆今まで調べたこ
とを整理すると
ともに，話し合
いを通じて，そ
れぞれの国には
日本とのつなが
りがあり，また
それぞれ異なる
特色があること
に気づかせる。 

◆意見文の発表会
を開くなどし
て，外国の人々
とともに生きて
いくためには，
異なる文化や習
慣を理解し合う
ことが大切であ
ることをとら
え，実感させ
る。 

[知技②] 

ノートの記述内容

から，「調べたこ

とを表に整理し，

日本と経済や文化

などの面でつなが

りの深い人々の生

活は多様であるこ

と，スポーツや文

化などを通して他

国と交流し，異な

る文化や習慣を尊

重し合うことが大

切であることを理

解しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

[思判表②] 

ノートの記述や発

言の内容から，

「世界の国々の文

化や習慣は多様で

あること，スポー

ツや文化などを通

して他国と交流す

ることを関連づ

け，国際交流の果

たす役割を考え，

適切に表現してい

るか」を評価す

る。 

 

 

(7) 国際交流について考えよう 
・いかす 国際交流について

調べ，そのよさについて話

し合いましょう。 

p.96～97 

1 ①オリンピック・パラ
リンピックと国際交
流について調べ，国
際交流の果たす役割
について話し合う。 

・オリンピックは，ス
ポーツを通して，体
と心をきたえ，世界
の国々が交流し，平
和な社会をつくるこ
と を 大 切 に し て い
る。 

◆グローバル化の

中で，日本は世

界の人と生きて

いくためには，

どのようなこと

が必要なのかを

これまでの学習

を通して，ふり

返らせ，考えさ

せる。 

[思判表②] 

ノートの記述内容

から，「世界の

人々と共に生きて

いくために，自分

たちができること

を考えたり選択・

判断したりして表

現しているか」を

評価する。 

 

サウジアラビアは，石
油産業を通して教育や
福祉を発展させてい
て，貿易や文化の交流
を通して日本ともつな
がりが深い。 

日本とつながりの深い
国々は，それぞれに特
色がある文化やスポー
ツ，習慣があり，お互
いにそのちがいを認め
ることが大切である。 
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・年々，参加国が増え
ている。 

②国際交流について調
べ，話し合う。 

・留学生などとコミュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 図
る。 

・日本の伝統芸能であ
る「歌舞伎」は多く
の国で公演するなど
世界に広める努力を
している。 

③スポーツなどの国際
大会で多くの外国の
人 が 日 本 に 来 た 時
に，どのように関わ
ることが必要なのか
を考え，キャッチフ
レーズとその理由を
まとめる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

[態度②] 

ノートの記述や発

言の内容などか

ら，「学習してき

たことをもとに世

界の人々と共に生

きていくために，

自分たちが協力で

きることを多角的

に考えようとして

いるか」を評価す

る。 

 

 

  

スポーツや文化を通し
て他国と交流し，異な
る文化や習慣を尊重す
ることが大切である。
また，日本は，外国の
言語や文化を進んで摂
取したり日本の文化を
海外に広めたりしてい
る。 
 



88 

 

小単元名 2．世界の未来と日本の役割 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.100～111 

配当時数 ６時間 活動時期 ３月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(イ)(ウ)，イ-（イ） 

 

小単元の目標 

グローバル化する世界の日本の役割について，地球規模で発生してい

る課題の解決に向けた連携・協力などに着目して，地図帳や地球儀，各

種の資料で調べ，まとめることで国際連合の働きや我が国の国際協力の

様子を捉え，国際社会において我が国が果たしている役割を考え，表現

することを通して，我が国は，平和な世界の実現のために国際連合の一

員として重要な役割を果たしたり，諸外国の発展のために援助や協力を

行ったりしていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習

問題を追究・解決しようとする態度や，学習したことを基に，今後，我

が国が国際社会において果たすべき役割などを多角的に考えようとする

態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①地球規模で発生している課題の解決に向けた連携・協力などについ

て，地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み

取り，国際連合の働きや我が国の国際協力の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，我が国は，平和な世界の実現の

ために国際連合の一員として重要な役割を果たしたり，諸外国の発展

のために援助や協力を行ったりしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①地球規模で発生している課題の解決に向けた連携・協力などに着目し

て，問いを見出し，国際連合の働きや我が国の国際協力の様子につい

て考え表現している。 

②地球規模で発生している課題の解決策と我が国の国際協力の様子を関

連付けて，国際社会において我が国が果たしている役割を考えたり，

学習したことを基に今後，我が国が国際社会において果たすべき役割

などを多角的に考えたり選択・判断したりして，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①国際社会において我が国が果たしている役割について，予想や学習計

画を立てたり，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

②学習したことを基に，今後，我が国が国際社会において果たすべき役

割などを多角的に考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 世界の各地で起こる紛争  

・つかむ 世界のさまざまな

課題と解決に向けた取り組

みを調べ，学習問題をつく

りましょう。 

p.100～101 

1 ①世界で紛争が起こって
いることを調べる。 

・紛争が世界各地で起こ
っている。 

②紛争のほかに，世界に
どのような課題がある
のかを明らかにし，こ
れらを解決するための
取り組みについて調べ
るための学習問題をつ
くる。 

 
 
 
 
 

◆資料３を丁寧に
読み取り，特に
多い地域を調べ
てみるように促
す。 

◆多様な課題があ
ることを明らか
にするととも
に，既習事項で
ある国際連合と
関連づけて解決
のあり方の予想
につなげてい
く。 

[思判表①] 

発言やノートの記

述内容から，「地

球規模で発生して

いる課題の解決に

向けた連携・協力

などに着目して，

問いを見出してい

るか」を評価す

る。 

[態度①] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習問題の解決に向

けた予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

学習問題 世界のさまざまな課題を解決す
るために，日本は世界と協力して，どのよ
うな活動をしているのでしょうか。 
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(2) 国際連合で働く人々  

・調べる 国際連合で，日本

の人々はどのようなことを

しているのでしょうか。 

p.102～103 

1 ①国際連合の特色や日本
の関わりについて調べ
る。 

・日本はアメリカと中国
に次いで多くの分担金
を出している。 

②ユニセフなどの取り組
みを調べ，その働きや
日本の取り組みを調べ
る。 

・日本は，国際連合の一

員として世界各地の平

和維持活動に参加して

きた。 

 

 

 

 

 

 

◆「ことば」や国
際連合憲章を丁
寧に読み取り，
特に日本の役割
に着目させてい
くようにする。 

◆「まなび方コー
ナー」を活用し
て国連機関につ
いて調べるよう
に促す。また，
資料２の中満泉
さんや資料６の
自衛隊の活動に
ついても着目さ
せる。 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，国際連

合の役割や我が国

の国際連合の一員

としての活動につ

いて理解している

か」を評価する。 

(3) 持続可能な社会をめざして                               ★他教科との関連：理科           
・調べる 豊かさと環境保全

を両立させるために，世界

や日本はどのような努力や

協力をしているのでしょう

か。 

p.104～105 

1 ①「持続可能な社会」の
意味や具体的な取り組
みを明らかにする。 

・未来にわたってより多
くの人々が豊かな生活
を送るためには，国連
などの計画にもとづい
た国際的な協力が必要
である。 

②「持続可能な開発目標
（SDGs）」について調
べ，持続可能な社会を
実現するための取り組
みがあることを理解
し，これからの日本の
取り組みを考える。 

・「だれひとり取り残さ
ない」という理念のも
とに設定された目標で
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆資料１～４を
丁寧に読み取っ
てさまざまな環
境問題があるこ
とをとらえさ
せ，これらを解
決する必要を感
じさせるように
する。 

◆SDGsは新聞など
でも取り上げら
れているので紹
介し，具体的な
取り組みが必要
であるという意
識も醸成させて
いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，我が国

は国際連合の一員

として重要な役割

を果たしているこ

とを理解している

か」を評価する。 

（4) 国際協力の分野で活やくする人々 

・調べる 日本は，どのよう

な国際協力の活動をしてい

るのでしょうか。 

p.106～107 

1 ①ODAの意味や青年海外
協力隊の具体的な取り
組みを調べる。 

・ODAとは政府による国
際協力の活動である。 

②NGOの意味をとらえ，
具体的な取り組みを調
べる。 

◆「セネガルで活
動した清水さん
の話」を丁寧に
読み取らせ，青
年海外協力隊の
取り組みの意味
を考えるように
促す。 

[知技①] 

発言やノートの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，我が国

はさまざまな分野

で技術者を海外に

国際連合では多くの
国々が協力して平和と
安全，人類の福祉のた
めに活動しており，日
本の人々もさまざまな
活躍をしている。 

地球環境の悪化を防
ぎ，持続可能な社会を
実現するために，世界
や日本には現地の人々
と協力して環境保全に
努めている多くの人々
がいる。 
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・日本にも，医療や環境
など，専門性を生かし
た分野で活躍している
多くの団体があり，世
界各地でさまざまな国
際協力の活動を行って
いる。 

 
 
 
 
 
 
 

◆「 NGO レポー
ト」を丁寧に読
み取らせ，例え
ば医療に携わる
意味を多角的に
とらえさせる。 

 

派遣したり，国内

に海外からの研修

生を受け入れたり

していることを理

解しているか」を

評価する。 

（5) まとめる 

・まとめる 学習問題につい

て調べたことをふり返り，

自分の考えをノートにまと

めましょう。 

p.108～109 

1 ①これまでに調べた，さ
まざまな機関やそれに
携わる日本の人々が世
界のさまざまな課題を
解決するために取り組
んでいることを想起し
てその意味や役割を話
し合う。 

②自分の考えをノートに
まとめ，発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆さまざまな取り
組みの共通点や
類似点を明確に
するように促
す。その際，
「ことば」にあ
る「持続可能な
社会」「国際協
力」などを視点
として考えさせ
る。 

 

[知技②] 

発言やノートの記

述内容から，「調

べたことをまと

め，我が国は，平

和な世界の実現の

ために国際連合の

一員として重要な

役割を果たした

り，諸外国の発展

のために援助や協

力を行ったりして

いることを理解し

ているか」を評価

する。 

[思判表②] 

発言やノートの記

述内容から，「今

後，我が国が国際

社会において果た

すべき役割などを

考えたり選択・判

断したりして，適

切に表現している

か」を評価する。 

（6） 紛争や難民をなくすために 
・いかす これからを生きる

わたしたちにできることを

考えましょう。 

p.110～111 

1 ①本文を読んで世界の課
題が十分に解決されて
いるかを調べ，自分た
ちができることを考え
る。 

・国連から届けられる物
資は十分ではなく，健
康を害する人や栄養を
十分にとることができ
ない子どもたちも世界
にたくさんいる。 

・平和を続けることが難
しい場合がある。 

 
 
 
 

◆解決のためには

改めて何が必要

かを考えさせな

がら，今の自分

にできること，

将来どのような

ことがしたいか

を明らかにする

ように促す。 

[態度②] 

発言やノートの記

述内容から，「学

習したことをもと

に，今後，我が国

が国際社会におい

て果たすべき役割

を考えようとして

いるか」を評価す

る。 

 

日本のNGOや青年海外協

力隊は，支援を必要と

している多くの国々の

人々のために，教育，

衛生，農業などの分野

で活躍をしている。 

世界には解決すべき課

題がいくつもあり，日

本の人々はこれらを解

決するために国際連合

や青年海外協力隊，NGO

などの活動を通して積

極的に世界の平和と発

展に貢献している。 
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国際社会には解決が難
しい問題があり，今後
継続して取り組もうと
することが必要であ
る。 

⑪⑫ 


